
翻
訳

　
　
　
日
本
公
演
用
上
演
台
本

向
　
　
井

芳

ナ

士
鼻

布

登
場
人
物

お
　
初

徳
兵
街

九
平
次

原
作

改
編

翻
訳

演
出

近
松
門
左
街
門
（
日
本
一

向
井方李

向
井高

芳
樹

月
価
国
勝

芳
樹
乗
江

（
日
本
）

（
中
国
）

（
中
国
）

（
日
本
一

（
中
国
）

女
　
十
九
歳
　
大
阪
曽
根
崎
新
地
「
天
満
屋
」
抱
え
遊

女
（
耶
玲
）

男
　
二
十
五
歳
、
大
阪
「
平
野
屋
」
醤
油
店
手
代

（
熊
国
強
）

男
二
十
六
歳
、
大
阪
「
油
屋
」
主
人
（
王
立
新
）

翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

九
右
衛
門
　
男
　
五
十
余
歳
、
徳
兵
衛
叔
父
　
大
阪
「
平
野
屋
」
主
人

九
右
衛
門
妻
　
女
　
四
十
余
歳
、
徳
兵
衛
叔
母
　
内
儀

妓
楼
主
人
　
女
　
三
十
余
歳
、
「
天
満
屋
」
主
人

お
春
　
女
十
七
歳
、
　
「
天
満
屋
」
抱
え
遊
女

長
蔵
　
男
十
八
歳
、
　
「
平
野
屋
」
丁
稚
。

駕
篭
か
き
　
男
（
老
人
）

駕
篭
か
き
　
男
（
若
者
）

九
平
次
友
達
　
男
（
一
）

　
　
　
　
　
　
男
（
二
）

　
　
　
　
　
　
男
（
三
）

場
面
　
一
場
〈
重
逢
〉
幼
な
じ
み
の
巡
り
会
い

　
二
場
《
逼
婚
〉
親
方
か
ら
の
無
理
な
縁
談

大
阪
街
角
・
天
満
屋
内

六
九



翻
訳
　
中
国
漢
劇

『
曽
根
崎
殉
情
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
屋
店
前
・
平
野
屋
内

三
場
《
求
神
》
一
景
　
恋
の
祈
り
の
観
音
巡
り
　
　
　
　
　
郊
外

　
　
　
　
　
　
二
景
　
恋
の
嫉
妬
の
悪
巧
み
　
　
　
生
玉
本
誓
寺

四
場
《
討
債
〉
力
づ
く
で
も
返
ら
ぬ
銀
子
　
　
大
阪
街
角
．
酒
屋
前

五
場
《
情
会
》
悲
し
き
出
会
い
も
今
宵
限
り
　
　
　
　
天
満
屋
内

六
場
《
殉
情
》
死
に
装
束
は
花
嫁
衣
装
道
行
路
上
・
曽
根
崎
の
森

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

第
　
　
　
場

　
　
一
八
世
紀
の
始
め
の
　
あ
る
年

　
　
日
本
　
大
阪
　
天
満
屋
　
妓
楼

　
幕
開
く

歌
声
、
三
味
線
の
音
、
笑
い
声
、
賑
や
か
に
聞
こ
え
て
来
る
。

九
平
次
・
徳
兵
衛
　
下
手
よ
り
登
場
。

　
（
歌
）
　
友
と
連
れ
立
ち
、
野
山
の
遊
び

　
（
歌
）
浪
速
の
夜
の
、
灯
し
鮮
や
か

　
（
歌
）
　
俺
と
お
前
は
、
遊
び
の
仲
問

　
お
や

　
（
歌
）
思
わ
ず
至
る
、
新
地
・
天
満
屋

　
も
お
し
、
九
平
次
兄
さ
ん
、
私
は
こ
れ
に
て
失
礼
し
ま
す
。

　
徳
さ
ん
よ
、
そ
れ
は
ま
た
、
何
故
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

徳
兵
衛
え
え
、
お
店
の
主
は
叔
父
叔
母
御
、
膜
厳
し
く
廓
通
い
は
も
っ
て
の

　
　
　
　
外
、
こ
こ
は
ど
う
で
も
帰
ら
ね
ば
、
こ
れ
に
て
失
礼
、
さ
ら
ば
で
ご

　
　
　
　
ざ
る
。
（
急
い
で
帰
ろ
う
と
す
る
）

九
平
次
　
（
徳
兵
衛
を
捕
ま
え
て
）
我
が
弟
よ
。

　
　
　
　
（
歌
）
　
さ
て
人
の
世
は
　
空
し
き
も
の
を
　
今
の
今
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
遊
ば
ん
も
の
を

　
　
　
九
平
次
は
徳
兵
衛
を
連
れ
て
、
天
満
屋
に
入
る
。

妓
楼
主
人
　
（
愛
想
笑
い
を
し
な
が
ら
）
は
い
は
い
。
お
二
人
様
。
よ
う
こ
そ

　
　
　
　
お
出
で
。
ど
う
ぞ
お
上
が
り
。

　
　
　
　
お
春
、
お
恵
よ
。
早
く
、
お
茶
を
。

　
　
　
お
春
、
お
茶
を
捧
げ
て
出
て
来
て
、
二
人
の
前
に
出
す
。

妓
楼
主
人
　
お
二
人
様
に
は
、
お
春
と
お
恵
が
、
お
相
手
で
、
よ
ろ
し
う
ご
ざ

　
　
　
　
い
ま
す
か
。

九
平
次
（
軽
薄
な
調
子
で
）
あ
あ
良
い
　
良
い
。
お
い
　
徳
さ
ん
よ
。
お

　
　
　
　
初
を
呼
ん
で
、
歌
聞
こ
う
。
中
々
の
聞
き
も
の
、
心
も
晴
れ
よ
う
ぞ
。

徳
兵
衛
　
（
独
り
言
）
え
え
、
お
初
。

九
平
次
　
ど
う
し
て
、
お
前
は
、
お
初
を
知
っ
て
い
る
。

徳
兵
衛
　
え
え
、
花
車
さ
ま
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
そ
の
お
初
と
は
、
石
上
村

　
　
　
　
（
い
そ
の
か
み
む
ら
）
の
出
か
。

妓
楼
主
人
　
そ
の
通
り
、
お
初
の
在
所
は
石
上
村
。



一
場
　
　
重
　
逢

３

吋少

翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

徳
兵
衛
　
今
年
、
お
初
と
や
ら
は
、
何
歳
か
。

妓
楼
主
人
　
確
か
、
十
と
　
九
歳
。

徳
兵
衛
　
（
疑
が
わ
し
げ
に
）
本
当
に
、
お
初
と
は
、
あ
の
お
初
か
な
。

九
平
次
　
一
か
ら
か
い
な
が
ら
一
は
は
、
は
は
。
こ
れ
は
ま
た
、
徳
兵
衛
は
隅

　
　
　
　
に
置
け
な
い
色
男
、
え
え
、
は
は
、
は
は
。

徳
兵
衛
　
い
や
い
や
、
自
分
で
も
な
か
な
か
信
じ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
。
在
原
郡

　
　
　
　
石
上
村
は
我
が
在
所
、
そ
こ
に
は
、
幼
な
じ
み
に
お
初
と
い
う
娘
あ

　
　
　
　
り
し
が
。
こ
の
天
満
屋
の
お
初
と
は
、
会
う
た
こ
と
も
、
見
か
け
た

　
　
　
　
こ
と
も
な
い
も
の
を
。

九
平
次
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
、
御
一
見
あ
れ
。

徳
兵
衛
　
一
急
い
で
）
そ
れ
が
良
い
、
そ
れ
が
良
い
。

九
平
次
　
早
く
、
お
初
を
。

妓
楼
主
人
　
は
は
は
は
、
承
知
致
し
ま
し
た
。
お
初
お
初
。

　
　
　
妓
楼
主
人
退
場

九
平
次
　
徳
兵
衛
よ
。
い
ま
だ
見
ぬ
麗
し
人
に
心
動
く
か
。
は
は
は
は
。

　
　
　
お
初
古
い
琴
を
抱
え
て
登
場

お
初
　
　
（
詩
吟
一
幼
な
き
こ
ろ
の
　
恋
心
　
今
は
夢
か
や
　
廓
住
ま
い
に

　
　
　
　
　
　
　
琴
弾
け
ど
　
気
も
晴
れ
や
ら
ず

　
　
　
　
私
に
会
い
た
き
お
客
様
、
お
二
人
と
か
。

徳
兵
衛
　
（
声
を
か
け
る
）
お
前
が
、
お
初
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



お
初

九
平
次

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

は
い
、
私
が
。

　
お
初
よ
、
こ
い
つ
は
俺
の
親
友
で
、
平
野
屋
と
言
う
醤
油
店
の
手
代

　
の
徳
兵
衛
。
徳
兵
衛
様
よ
。

　
徳
兵
衛
。
（
じ
っ
と
見
詰
め
て
）
徳
兵
衛
様
か
。

　
（
驚
き
、
か
っ
喜
び
な
が
ら
）
お
初
さ
ん
か
、
お
前
は
。
お
前
は
、

　
ど
う
し
て
天
満
屋
に
、
ど
う
し
て
遊
女
に
。
お
前
の
ご
両
親
は
在
所

　
か
。

　
（
心
定
ま
ら
ず
）
は
い
、
は
い
。
年
貢
は
全
部
収
め
ま
し
た
。
私
は
、

　
私
は
。
え
え
、
徳
兵
衛
さ
ん
が
大
阪
に
来
て
お
ら
れ
る
と
は
知
ら
な

　
ん
だ
。
在
所
の
、
在
所
の
皆
様
、
ご
無
事
か
や
。

　
無
事
、
無
事
。

　
お
い
、
こ
れ
は
又
、
な
ん
と
幼
な
じ
み
の
巡
り
会
い
。
え
え
、
芝
居

　
の
舞
台
を
見
る
よ
う
な
。
お
初
、
今
宵
は
我
ら
の
慰
み
に
、
な
ん
ぞ

　
良
き
曲
弾
い
て
く
れ
。

　
（
笑
み
を
含
み
な
が
ら
）
九
平
次
様
、
あ
な
た
は
、
い
つ
も
の
お
な

　
じ
み
様
。
ど
う
ぞ
、
お
好
み
の
曲
を
お
定
め
あ
れ
。

　
（
愛
想
な
く
）
任
す
べ
し
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
我
が
故
郷
の
、
古
き
民
謡
『
筒
井
筒
』
、
歌
い
た
き

　
も
の
よ
。

お
初
は
徳
兵
衛
に
目
で
尋
ね
る
、
徳
兵
衛
も
黙
っ
た
ま
ま
承
諾
の
合
図

九
平
次

お
初

を
す
る
。

七
二

（
酒
を
飲
み
な
が
ら
）
良
い
　
良
い
。
早
く
歌
う
べ
し
。

お
聞
き
下
さ
れ
。
（
援
を
取
り
、
琴
を
弾
く
）

（
唱
）
桜
花
盛
り
の
後
に
　
実
り
な
く
　
待
つ
こ
と
の
　
久
し
け

　
　
　
れ
ど
も
　
客
も
な
し
　
こ
こ
に
歌
は
ん
　
故
郷
の
『
筒
井

　
　
　
筒
』
な
る
古
き
歌
　
愛
し
き
夫
を
　
待
つ
妻
の
　
悲
し
き
歌

　
　
　
と
人
の
言
う

（
歌
）
夫
を
恋
う
る
　
人
の
名
は
　
井
筒
と
こ
そ
や
　
い
い
け
ら
し

　
　
　
時
も
所
も
　
古
き
こ
と
　
石
上
村
の
物
語
　
隣
に
住
む
は

　
　
　
在
原
の
　
業
平
と
い
う
　
優
さ
男
　
井
筒
と
や
ら
と
　
幼
な

　
　
　
子
の
　
幼
き
ま
ま
の
　
恋
心
　
井
戸
に
挟
を
　
並
べ
て
は

　
　
　
清
き
流
れ
に
　
戯
む
る
る
　
冷
た
き
水
も
　
春
の
来
て
　
温

　
　
　
み
て
こ
そ
　
恋
心
　
月
日
の
立
っ
も
　
早
き
ま
ま
　
と
も
に

　
　
　
見
交
わ
す
顔
と
顔
　
男
は
恋
の
　
心
を
ば
　
和
歌
に
表
し

　
　
　
伝
え
け
る
　
女
は
恋
の
　
心
を
ば
　
高
ら
か
に
こ
そ
　
歌
い

　
　
　
　
　
　
も
も
と
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
し
え

　
　
　
け
れ
　
百
年
の
　
契
り
も
永
く
　
永
遠
に
　
離
れ
ま
じ
と
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
す

　
　
　
こ
の
世
の
夫
婦
一
つ
家
あ
の
世
の
蓮
比
翼
塚
花

　
　
　
咲
き
花
散
り
　
年
月
の
　
移
り
易
く
て
　
業
平
の
君
も
　
は

　
　
　
か
な
や
　
去
り
た
ま
う
　
昼
は
ひ
ね
す
も
夜
も
す
が
ら
　
悲

　
　
　
し
み
と
て
も
　
晴
れ
や
ら
ず
　
筒
井
筒
の
　
井
戸
の
辺
り
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
よ
い
て
　
亡
き
夫
を
　
慕
う
涙
の
　
絶
え
問
な
く
　
は

　
　
　
　
　
　
　
か
な
き
花
の
　
命
こ
そ
　
い
つ
か
絶
え
な
ん
　
筒
井
筒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と

　
　
　
　
　
　
　
井
戸
を
冥
府
の
道
と
し
て
　
先
立
ち
し
　
愛
し
の
人
と
　
巡

　
　
　
　
　
　
　
り
会
う
　
筒
井
筒
の
　
井
筒
に
近
き
　
松
風
の
　
人
待
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
声
の
　
い
か
に
寂
し
き

九
平
次
　
百
年
の
、
契
り
も
永
く
。
あ
の
世
の
蓮
、
比
翼
塚
。
歌
の
文
句
も
、

　
　
　
　
歌
も
良
し
。
お
初
、
我
が
九
平
次
様
は
、
比
翼
の
塚
は
御
免
な
れ
、

　
　
　
　
今
宵
は
、
し
つ
ぽ
り
一
つ
塚
。

お
春
　
　
一
お
初
と
目
配
せ
し
て
、
わ
ざ
と
色
っ
ぽ
く
）
九
平
次
様
、
あ
な
た

　
　
　
　
様
は
、
今
宵
は
酒
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
私
と
早
々
と
、
一

　
　
　
　
休
み
な
さ
る
が
良
か
ろ
う
ぞ
。

九
平
次
　
（
迷
い
な
が
ら
一
お
前
が
、
俺
と
。

お
春
　
　
一
色
っ
ぽ
く
迫
り
な
が
ら
一
お
前
様
と
。
ど
う
ぞ
、
御
出
で
を
。

九
平
次
　
は
は
は
は
、
俺
の
今
宵
の
相
手
と
は
、
死
神
様
か
。

　
　
　
お
春
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
退
場

徳
兵
衛
　
（
回
り
を
窺
い
、
激
し
く
）
お
初
。

お
初
　
　
一
心
を
込
め
な
が
ら
、
恥
ず
か
し
げ
に
）
徳
兵
衛
様
。
お
恥
ず
か
し

　
　
　
　
や
。
（
泣
き
止
ま
な
い
）

　
　
　
二
人
は
激
し
く
抱
き
合
う
。

　
　
溶
暗
。
幕
降
り
る
。

　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
場

　
　
　
　
　
数
カ
月
後
大
阪
　
平
野
屋
醤
油
店

　
　
　
　
開
幕
中
幕
は
降
り
て
い
る
。

　
　
　
九
右
衛
門
妻
　
ろ
ば
に
乗
っ
て
登
場
。
長
蔵
お
供
に
つ
い
て
い
る
。

九
右
衛
門
妻
　
一
歌
）
め
で
た
い
こ
と
よ
　
姪
の
お
芳
と
　
甥
の
徳
兵
衛
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
人
の
縁
談
　
取
り
纏
め
　
結
納
金
の
　
三
貫
目
　
収
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
帰
る
　
う
れ
し
や
な

長
蔵
　
　
お
内
儀
様
、
お
気
を
付
け
て
、
お
降
り
下
さ
い
。
（
ろ
ば
を
っ
な
ぐ
）

　
　
　
　
お
お
い
、
お
内
儀
様
の
お
帰
り
。

　
　
　
　
中
幕
開
く
。

　
　
　
九
右
衛
門
　
登
場

九
右
衛
門

九
右
衛
門
妻

九
右
衛
門

九
右
衛
門
妻

九
右
衛
門

長
蔵

（
歌
）
不
肖
の
甥
は
　
困
り
者
　
廓
遊
び
で
　
浮
名
を
流
す

あ
な
た

（
歌
）
今
日
よ
り
も
　
あ
な
た
様
に
も
　
お
心
休
め
　
ご
安
心

（
喜
ん
で
）
お
前
が
、
そ
う
い
う
か
ら
に
は
、
徳
兵
衛
と
の
縁

談
、
お
芳
の
方
は
整
っ
た
の
か
。

お
前
様
、
ご
覧
下
さ
い
。
結
納
金
納
め
て
参
り
ま
し
た
。

よ
し
　
よ
し
。
（
急
い
で
）
徳
兵
衛
、
徳
兵
衛
。

ご
主
人
様
。
手
代
さ
ん
は
き
っ
と
天
満
屋
へ
、
ま
だ
帰
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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参
り
ま
せ
ん
。

九
右
衛
門
　
　
（
怒
っ
て
）
天
満
屋
、
天
満
屋
。
お
前
、
早
く
行
っ
て
、
徳
兵

　
　
　
　
　
　
衛
を
連
れ
戻
し
て
来
い
。

長
蔵
　
　
　
　
は
い
、
手
代
の
徳
兵
衛
、
探
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
長
蔵
　
退
場
。

九
右
衛
門
妻
　
お
前
様

　
　
　
　
　
　
（
歌
）
　
た
だ
心
配
は
徳
兵
衛
の
　
お
初
に
迷
い
　
拒
む
こ
と

九
右
衛
門
　
　
女
房
よ
。

　
　
　
　
　
　
（
歌
）
　
も
し
も
　
縁
談
拒
む
な
ら
　
店
か
ら
追
い
出
す
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　
　
長
蔵
　
内
か
ら
叫
ぶ
。
「
手
代
の
徳
兵
衛
、
帰
り
ま
し
た
。
」

　
　
　
徳
兵
衛
　
喜
び
勇
ん
で
登
場
。
　
長
蔵
　
従
っ
て
登
場
。

徳
兵
衛
　
　
　
（
得
意
げ
に
）
は
は
は
は
。

　
　
　
　
　
　
（
歌
）
　
天
地
神
明
　
天
満
屋
の
　
神
か
け
誓
う
我
が
恋
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
の
流
れ
と
　
絶
え
も
せ
ず
　
愛
し
の
お
初
　
身
請
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
　
帰
り
た
き
も
の

　
　
　
　
　
　
叔
父
御
、
叔
母
御
よ
。
ご
覧
下
さ
れ
。

　
　
　
　
　
　
（
歌
）
　
ご
主
人
様
　
ご
夫
婦
に
　
華
燭
の
宴
を
　
願
い
た
し

九
右
衛
門
　
　
（
に
や
に
や
し
な
が
ら
）
な
に
な
に
。
華
燭
の
宴
を
願
い
た
し
。

　
　
　
　
　
　
お
前
は
、
そ
れ
で
は
　
承
知
せ
し
と
か
。

徳
兵
衛

九
右
衛
門

徳
兵
衛

九
右
衛
門

九
右
衛
門
妻

徳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

叔
父
上
様
に
申
し
上
げ
た
き
こ
と
の
あ
り
。
我
と
お
初
は
、
幼

な
な
じ
み
の
仲
の
良
き
、
不
思
議
の
縁
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
大

阪
で
巡
り
会
い
、
結
び
の
誓
い
交
わ
し
た
り
。
お
初
の
普
段
蓄

え
し
、
銀
も
積
も
り
て
一
貫
目
、
我
ま
た
日
ご
ろ
蓄
え
し
、
銀

も
同
じ
く
、
一
貫
目
、
叔
父
上
様
が
、
そ
の
上
に
一
貫
目
、
お

貸
し
下
さ
る
も
の
な
ら
ば
、
併
せ
て
三
貫
目
の
銀
に
な
る
。
こ

れ
に
て
、
お
初
の
身
請
け
を
済
ま
せ
、
我
ら
二
人
は
華
燭
の
宴

を
。何

圭
言
う
な
。
我
が
九
右
衛
門
の
家
は
な
。
代
々
商
い
一
筋
の
、

堅
い
堅
い
町
家
な
り
。
そ
こ
に
新
地
の
安
女
郎
、
何
ゆ
え
、
我

が
平
野
屋
に
入
れ
ら
れ
よ
う
か
。

叔
父
上
様
。
お
初
の
両
親
病
に
て
、
年
貢
の
為
の
、
身
売
り
な

り
。
お
初
も
拙
き
定
め
に
よ
り
、
苦
し
き
流
れ
に
身
を
落
と
す
。

お
初
に
は
何
の
罪
も
な
き
に
。

つ
べ
こ
べ
言
う
も
、
無
駄
な
こ
と
。

徳
兵
衛
、
聞
き
な
さ
れ
。
今
日
は
、
私
は
結
納
の
三
貫
目
持
ち
、

お
芳
の
家
を
訪
ね
、
め
で
た
く
縁
を
取
り
結
ぶ
。
こ
の
縁
談
に

従
え
ば
、
お
前
ら
夫
婦
に
、
平
野
屋
の
家
業
を
っ
が
す
が
、
ど

う
す
る
ぞ
。

叔
母
上
様
、
私
の
心
に
は
、
お
初
が
住
む
。
お
芳
様
の
縁
談
は
、



九
右
衛
門

徳
兵
衛

九
右
衛
門

徳
兵
衛

九
右
衛
門

徳
兵
衛

九
右
衛
門

徳
兵
衛

九
右
衛
門

徳
兵
衛

九
右
衛
門
妻

　
こ
れ
き
り
に
し
て
下
さ
い
ま
し
。
い
か
に
親
方
様
が
反
対
な
さ

　
れ
よ
う
と
も
、
私
は
何
と
も
従
い
が
た
し
。

　
（
我
慢
出
来
な
い
様
子
で
）
な
に
を
、
わ
が
ま
ま
な
。
お
前
は
、

　
お
前
は
ど
う
で
も
、
こ
の
俺
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
と
か
。

　
死
ん
で
も
、
聞
か
れ
ま
せ
ぬ
。

　
（
怒
り
な
が
ら
）
死
ん
で
も
、
聞
か
れ
ぬ
。
死
ん
で
も
、
聞
か

　
れ
ぬ
。
お
前
は
親
に
死
に
別
れ
、
俺
が
引
き
取
り
、
成
人
さ
せ
、

　
今
日
あ
る
を
忘
れ
し
や
。
ま
あ
、
良
し
。
お
前
は
早
々
に
、
結

　
納
の
銀
三
貫
目
、
取
り
戻
し
来
よ
。
そ
の
上
、
俺
と
平
野
屋
、

　
捨
て
る
が
良
い
。

　
叔
父
上
様
。

　
俺
は
。
お
前
の
叔
父
で
は
な
い
。

　
叔
父
上
様
、
こ
の
お
話
し
は
、
真
な
る
や
。

　
真
な
り
。

　
本
当
に
。

　
本
当
の
、
本
当
の
。

　
（
ひ
れ
伏
し
て
）
叔
父
様
、
私
め
に
は
、
す
ぐ
に
銀
子
を
お
返

　
し
出
来
ま
せ
ぬ
。
し
ば
し
の
ご
猶
予
下
さ
れ
か
し
。
な
に
と
ぞ
、

　
九
日
問
の
ご
猶
予
を
。

　
ど
う
ぞ
、
徳
兵
衛
に
し
ば
し
の
猶
予
、
与
え
か
し
。
あ
な
た
様
。
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九
右
衛
門
　
　
よ
し
、
今
日
は
七
日
、
来
月
の
今
日
の
七
日
ま
で
、
待
っ
て
や

　
　
　
　
　
　
る
。
た
だ
し
、
期
限
を
過
ぎ
る
な
ら
、
こ
の
平
野
屋
を
追
い
出

　
　
　
　
　
　
す
ば
か
り
か
、
こ
の
大
阪
に
も
住
ま
わ
せ
ぬ
。

徳
兵
衛
　
　
　
（
毅
然
と
し
て
一
き
っ
と
、
必
ず
、
お
返
し
を
。

　
　
　
徳
兵
衛
は
振
り
返
ら
ず
、
さ
っ
さ
と
店
を
出
て
行
く
。
退
場
。

九
右
衛
門
妻
　
（
呼
び
掛
け
る
）
徳
兵
衛
、
徳
兵
衛
よ
。

九
右
衛
門
　
　
呼
ぶ
な
、
俺
は
も
う
、
死
ぬ
ば
か
り
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
第
　
三
　
場

　
　
　
　
　
前
場
よ
り
二
十
日
余
り
過
ぎ
た
こ
ろ

　
　
　
　
　
大
阪
の
郊
外
と
　
生
玉
本
誓
寺

　
　
　
九
平
次
　
内
よ
り
「
さ
あ
、
行
こ
う
」
と
叫
ぶ
。

　
　
　
九
平
次
　
日
傘
を
さ
し
て
登
場
。

九
平
次
　
　
（
辺
り
を
、
走
り
、
歌
い
、
話
し
、
舞
い
な
が
ら
）

　
　
　
　
　
　
　
　
い
と

　
　
　
　
　
（
歌
）
愛
し
い
お
初
が
　
悩
み
の
種
よ
　
徳
に
出
会
つ
て
　
俺
を

　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
る
　
今
日
は
お
初
は
　
客
に
誘
わ
れ
観
音
巡
り
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
で
俺
様
　
日
傘
を
さ
し
て
　
一
張
羅
着
込
ん
で
　
伊
達

　
　
　
　
　
　
　
者
き
ど
り
　
美
々
し
く
着
飾
り
　
い
ざ
い
ざ
行
か
ん

　
　
　
っ
ま
、
づ
き
倒
れ
る
。
起
き
上
が
り
　
退
場
。

　
　
　
お
初
　
内
よ
り
　
歌
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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狼、
ふ

三
場
　
　
求

神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

お
初
　
　
　
（
歌
）
　
駕
篭
に
揺
ら
れ
て
　
観
音
巡
り
　
ゆ
ら
り
ゆ
ら
ゆ
ら
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ゆ
ら
と

　
　
　
お
初
　
駕
篭
に
乗
り
、
年
寄
り
と
若
者
の
二
人
の
駕
篭
か
き
に
担
が
れ

　
　
　
て
登
場
。

お
初
　
　
　
（
歌
）
　
難
波
津
の
町
　
賑
わ
し
し
　
老
若
男
女
　
数
知
れ
ず
　
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
に
拝
む
　
観
世
音
　
衆
生
済
度
の
　
有
り
難
き
　
祈
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
人
の
　
数
知
れ
ず
　
潮
の
満
ち
来
る
　
ご
と
く
な
り

駕
篭
か
き
（
老
人
）
　
お
初
様
、
お
静
か
に
。
さ
あ
　
出
掛
け
ま
せ
う
。

　
　
　
駕
篭
か
き
達
と
お
初
の
　
坂
を
登
る
振
り
の
三
人
の
舞
踏
。

駕
篭
か
き
（
老
人
）
　
着
き
ま
し
た
、
着
き
ま
し
た
。
お
降
り
下
さ
れ
。
お
初

　
　
　
　
　
様
。
今
日
は
大
変
暑
き
故
、
さ
ぞ
か
し
、
駕
篭
は
蒸
し
暑
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
駕
篭
よ
り
降
り
て
一
休
み
、
一
休
み
し
て
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

お
初
　
　
　
さ
あ
　
さ
あ
。
一
休
み
、
一
休
み
し
て
、
出
掛
け
ま
す
。

　
　
　
　
（
駕
篭
よ
り
降
り
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
に
し

　
　
　
　
　
（
歌
）
徳
兵
衛
様
と
　
わ
た
く
し
と
　
必
ず
結
ぶ
　
縁
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
再
び
巡
る
　
こ
の
度
の
　
契
り
は
堅
く
　
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
徳
様
よ
り
の
　
身
請
け
の
話
は
か
ど
ら
ず
　
そ
の
後
便

　
　
　
　
　
　
　
　
り
も
　
途
絶
え
が
ち
に
て
　
気
遣
か
わ
し
　
大
阪
中
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
尋
ね
ん
と
こ
そ
　
思
え
ど
も
　
尋
ぬ
る
術
も
　
な
き
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
篭
の
鳥
な
る
　
我
が
身
の
上
　
今
日
は
幸
い
　
観
音



　
　
　
　
　
　
　
　
巡
り
　
ひ
た
す
ら
祈
る
　
観
世
音
　
仏
の
現
世
　
利
益
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
か

　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
比
翼
の
鳥
の
　
栖
得
ん
　
見
渡
せ
ば
　
南
無
観
世

　
　
　
　
　
　
　
　
音
菩
薩
様
　
三
十
三
の
化
身
の
済
度
　
ゆ
か
り
の
三
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
個
所
の
　
霊
地
　
霊
仏
　
寺
社
　
仏
閣
　
今
日
の
内
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
太
融
寺
　
長
福
寺
　
重
願
寺
　
本
誓
寺
　
心
光
寺
　
大
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
金
台
寺
　
大
蓬
寺
　
巡
り
巡
り
て
　
数
々
の
　
仏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
祈
る
は
　
た
だ
一
つ
　
恋
の
成
就
と
　
現
世
で
の
　
福
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
円
満
　
長
寿
な
る

駕
篭
か
き
（
老
人
）
　
お
初
様
、
こ
こ
を
下
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
に
、
生
玉
の
本

　
　
　
　
　
誓
寺
。
日
も
傾
き
ぬ
。
急
い
で
駕
篭
に
お
乗
り
あ
れ
。
急
が
ん
も

　
　
　
　
　
の
を
。

お
初
　
　
　
は
い
、
急
ぎ
ま
し
ょ
う
、
乗
せ
て
下
さ
れ
。

駕
篭
か
き
（
老
人
）
お
初
様
。
世
の
こ
と
わ
ざ
に
言
う
通
り
、
『
上
り
道
こ
そ

　
　
　
　
　
や
さ
し
け
れ
、
下
り
道
に
は
　
難
儀
あ
り
。
』
お
い
よ
、
相
棒
。

　
　
　
　
　
こ
こ
こ
そ
、
駕
篭
か
き
正
念
場
、
下
り
道
に
は
、
難
儀
あ
り
。

　
　
　
駕
篭
か
き
と
お
初
　
三
人
の
下
り
坂
道
を
行
く
振
り
の
　
舞
踏

駕
篭
か
き
（
老
人
）
お
初
様
、
橋
に
か
か
り
ま
す
、
お
気
を
付
け
て
下
さ
れ

　
　
　
　
　
よ
。

　
　
　
駕
篭
か
き
と
お
初
　
三
人
の
橋
を
越
え
る
振
り
の
　
舞
踏

駕
篭
か
き
（
老
人
）
ど
う
ぞ
、
お
初
様
、
お
降
り
下
さ
れ
。
お
初
様
、
こ
こ

　
　
　
　
　
翻
訳
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が
大
阪
一
の
本
誓
寺
、
御
利
益
、
霊
顕
す
ぐ
に
あ
ら
た
か
な
、
観

　
　
　
　
　
世
音
菩
薩
の
お
わ
し
ま
す
。

　
　
　
お
初
　
駕
篭
よ
り
降
り
て
　
観
音
を
拝
む

お
初
　
　
　
お
二
人
さ
ま
よ
、
御
苦
労
様
。
お
疲
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
僅
か

　
　
　
　
　
の
銭
の
有
り
。
お
茶
で
も
飲
ん
で
、
お
休
み
あ
れ
。

駕
篭
か
き
（
二
人
）
　
お
初
様
、
毎
度
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
二
人
　
退
場

　
　
　
お
初
　
観
音
の
前
に
出
て
、
香
を
焚
き
、
祈
る
。

　
　
　
徳
兵
衛
　
陰
よ
り
、
う
ろ
う
ろ
と
登
場
。
お
初
を
見
付
け
、
声
を
か
け

　
　
　
よ
う
と
す
る
が
、
気
を
変
え
、
し
ば
ら
く
、
そ
こ
に
立
っ
て
様
子
を
伺

　
　
　
う
。

お
初

徳
兵
衛

お
初

（
う
や
う
や
し
く
）

（
歌
）
謹
み
て
　
観
世
音
菩
薩
様
を
　
拝
し
奉
る
　
南
無
観
世
音

　
　
　
我
ら
を
　
救
い
賜
え
か
し
　
こ
の
苦
界
よ
り
　
す
ぐ
さ
ま

　
　
　
に
　
お
救
い
下
さ
れ
　
観
音
様
　
徳
兵
衛
様
と
　
夫
婦
の

　
　
　
約
束
　
か
な
え
て
下
さ
れ
　
二
人
の
仲
は
　
い
つ
ま
で
も

　
　
　
別
れ
る
事
の
無
き
よ
う
に

（
感
動
し
て
）
お
初
。

（
喜
ん
で
）
あ
あ
、
お
前
様
は
徳
兵
衛
様
。
あ
あ
、
こ
れ
こ
そ
、

観
世
音
様
の
御
利
益
か
。
徳
様
、
お
前
は
ど
う
し
て
、
こ
こ
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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榊
撒

祭
・
Ｏ

三
場
　
　
求

神

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
こ
の
寺
に
。
近
ご
ろ
何
故
、
天
満
屋
に
は
お
越
し
で
な
い
か
。

　
　
お
前
と
別
れ
し
、
あ
の
日
に
ち
ょ
う
ど
、
親
方
よ
り
の
無
理
な
縁

　
　
談
、
お
芳
と
の
結
婚
話
　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
。

　
　
そ
れ
で
、
お
前
は
。

　
　
無
理
な
話
に
従
わ
ず
、
叔
父
上
の
お
怒
り
に
触
れ
、
来
月
七
日
に

　
　
結
納
の
銀
三
貫
目
を
返
さ
ね
ば
、
直
ち
に
大
阪
追
い
出
さ
れ
る
は

　
　
め
。

　
　
そ
ん
な
に
多
額
の
金
銭
を
、
我
ら
が
、
ど
う
し
て
返
さ
れ
よ
う
か
。

　
　
（
銭
袋
を
取
り
出
し
て
）
お
初
、
こ
れ
見
よ
。

九
平
次
　
登
場
。
お
初
と
徳
兵
衛
を
見
付
け
、
慌
た
だ
し
く
隠
れ
、
二

人
の
様
子
を
窺
っ
て
い
る
。

　
　
（
銀
子
を
捧
げ
も
ち
、
喜
び
に
耐
え
な
い
様
子
で
）
あ
、
あ
。

　
　
こ
こ
に
は
、
お
前
よ
り
預
か
り
し
一
貫
目
、
私
の
蓄
え
一
貫
目
、

　
　
そ
れ
に
加
え
て
、
在
所
よ
り
集
め
て
来
た
る
三
貫
目
。
合
わ
せ
て

　
　
五
貫
目
、
こ
こ
に
有
り
。

　
　
（
銀
子
を
捧
げ
、
一
息
っ
い
て
、
涙
な
が
ら
に
）
五
貫
目
、
五
貫

　
　
目
。
徳
兵
衛
様
。
こ
れ
で
私
の
身
請
け
も
叶
う
。
観
世
音
菩
薩
様
。

　
　
身
請
け
が
叶
う
。
徳
兵
衛
様
よ
。
観
世
音
菩
薩
様
。
あ
な
た
方
へ

　
　
の
感
謝
の
気
持
ち
、
私
に
は
、
い
か
に
し
て
か
は
　
示
す
べ
き
。

　
　
（
ひ
ざ
ま
づ
く
）



徳
兵
衛

お
初

徳
兵
南

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衡

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
街

お
初

徳
兵
衛

お
初

九
平
次
　
嫉
妬
の
岬
き
声
を
上
げ
、
陰
に
隠
れ
る
、

　
　
一
急
い
で
、
お
初
を
助
け
起
こ
し
、
感
動
し
な
が
ら
一
お
初
よ
、

　
　
我
ら
に
は
銀
子
あ
り
Ｃ
身
請
け
も
す
ぐ
に
叶
う
こ
と
、
こ
れ
ほ
ど

　
　
嬉
し
き
こ
と
あ
ら
じ
、
何
故
そ
れ
ほ
ど
涙
が
出
る
や
。

　
　
二
涙
を
拭
き
な
が
ら
一
あ
な
　
嬉
し
、
我
が
嬉
し
さ
は
、
い
か
ば

　
　
か
り
、
、

　
　
よ
く
ご
覧
ぜ
よ
、
、
観
世
音
様
は
、
お
前
を
お
笑
い
召
さ
る
る
よ
。

　
　
お
初
、
お
前
の
拝
む
観
音
様
、
お
名
前
い
か
に
、
知
り
た
る
や
。

　
　
徳
様
は
、
ご
存
じ
か
ｃ

　
　
知
ら
ぬ
こ
と
。

　
　
一
う
き
う
き
と
し
た
調
丁
で
一
子
授
け
観
音
様
よ
。

　
　
一
わ
ざ
と
聞
こ
え
な
い
振
り
を
し
て
一
え
え
、
何
と
い
う
。

　
　
一
声
を
大
き
く
し
て
一
子
授
け
観
世
音
。

　
　
こ
れ
は
ま
あ
、
子
を
授
け
る
と
は
、
夫
婦
の
時
、
娘
の
お
前
が
、

　
　
香
を
焚
き
、
祈
る
と
は
、
な
ん
と
も
気
の
早
い
こ
と
。

　
　
一
顔
を
赤
ら
め
な
が
ら
一
あ
な
た

　
　
一
声
高
ら
か
に
一
は
　
は
　
は
　
は
つ

　
　
一
口
を
覆
い
て
、
忍
び
笑
い
で
、
語
ら
ず
一

　
　
（
心
を
込
め
て
一
お
初
、
お
前
は
な
に
を
願
う
の
か
。

　
　
一
向
き
合
い
な
が
ら
一
徳
様
、
私
に
は
こ
ん
な
に
、
嬉
し
き
日
の

　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

　
　
こ
と
の
、
自
然
と
浮
か
ん
で
、
ま
い
り
ま
す
る
が
。

　
　
一
歌
一
姉
や
妹
の
　
お
女
郎
様
と
　
名
残
惜
し
や
の
　
お
別
れ
申

　
　
　
　
　
し
　
籠
の
内
よ
り
　
飛
び
立
つ
小
鳥
　
羽
音
う
れ
し
や

　
　
　
　
　
い
ざ
さ
ら
ば
　
新
し
き
巣
に
　
帰
ら
な
む
い
ざ
　
我
が
家

　
　
　
　
　
な
る
こ
そ
　
嬉
し
け
れ

　
　
一
歌
一
新
い
結
び
　
祝
い
の
宴
　
祝
杯
の
　
幾
重
な
り
て
　
お
し

　
　
　
　
　
ど
り
の
　
床
の
ゆ
か
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
じ

　
　
（
歌
）
　
新
し
き
　
主
の
始
む
　
醤
油
店
　
新
し
き
　
店
の
作
り

　
　
　
　
　
も
　
新
工
夫
　
新
し
き
　
品
の
数
々
　
売
り
始
め

　
　
一
歌
）
　
朝
は
早
起
き
　
露
払
い
　
夜
は
入
り
日
に
　
店
終
い
　
比

　
　
　
　
　
べ
る
方
の
　
無
き
勤
め

　
　
一
歌
）
　
永
き
悲
し
み
　
憂
き
勤
め
　
今
は
嬉
し
き
　
閨
の
内
　
楽

　
　
　
　
　
し
み
常
に
　
さ
ん
ざ
め
く

　
　
一
歌
）
　
二
と
せ
三
と
せ
　
経
つ
う
ち
に
　
子
授
け
観
音
　
利
益
に

　
　
　
　
　
て
　
子
宝
可
愛
い
　
親
子
連
れ

二
人
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
連
れ
舞
い
。
美
し
い
空
想
に
浸
っ
て
い
る
う

ち
に
。

駕
篭
か
き
一
二
人
）
陰
よ
り
「
お
初
様
、
ど
う
ぞ
、
お
駕
篭
に
。
」
声
を

か
け
る
。

　
　
徳
様
、
そ
れ
で
は
、
お
別
れ
を
。

七
九



　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

徳
兵
衛
　
　
お
初
よ
。
徳
兵
衛
は
、
叔
父
上
と
談
合
済
ま
し
、
す
ぐ
に
お
前
に

　
　
　
　
　
知
ら
せ
よ
う
。

お
初
　
　
　
初
は
、
徳
様
敬
い
て
、
別
れ
を
告
げ
む
、
い
ざ
さ
ら
ば
。

　
　
　
お
初
　
退
場
。

　
　
　
九
平
次
　
わ
ざ
と
頭
を
垂
れ
て
、
気
落
ち
し
た
様
子
で
、
登
場
。

九
平
次
　
　
あ
あ
、
徳
兵
衛
さ
ん
よ
、
ご
無
沙
汰
、
ご
無
沙
汰
。
近
ご
ろ
景
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
え

　
　
　
　
　
も
良
さ
そ
う
で
、
所
得
顔
の
、
う
ら
や
ま
し
。
お
い
。

徳
兵
衛
　
　
な
ん
の
、
な
ん
の
。
叔
父
の
お
陰
が
無
い
な
ら
ば
、
俺
に
は
な
に

　
　
　
　
　
も
出
来
ぬ
こ
と
。
そ
れ
に
し
て
も
、
九
平
次
兄
貴
は
、
景
気
が
悪

　
　
　
　
　
そ
う
な
。

九
平
次
　
　
あ
あ
、
お
前
の
景
気
、
金
運
に
あ
や
か
り
た
い
が
、
運
も
無
し
。

　
　
　
　
　
金
運
の
二
字
、
授
か
れ
ば
、
我
す
ぐ
に
。

　
　
　
　
　
（
歌
）
　
あ
あ
、
腹
の
立
つ
こ
と
よ
　
近
ご
ろ
　
油
相
場
の
　
激
し

　
　
　
　
　
　
　
　
く
て
　
大
き
な
値
動
き
　
利
多
し
　
非
道
の
売
り
主
　
油

　
　
　
　
　
　
　
　
に
粥
を
混
ぜ
　
引
っ
掛
か
っ
た
は
　
我
が
因
果
　
七
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　
七
百
目
　
大
損
よ

徳
兵
衛
　
　
九
平
次
兄
よ
、
お
困
り
の
と
き
に
、
差
し
出
が
ま
し
き
こ
と
言
わ

　
　
　
　
　
じ
。
何
故
、
油
屋
お
年
寄
り
、
お
救
い
の
手
、
貸
し
賜
わ
ぬ
や
。

九
平
次
　
　
（
歌
）
父
は
　
手
助
け
　
が
え
ん
ぜ
ず
。
た
だ
た
だ
　
債
鬼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
迫
る
の
み
　
来
月
四
日
に
　
金
策
の
　
当
て
あ
れ
ど
　
月

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

　
　
　
末
の
関
　
越
え
難
が
し
　
我
が
弟
よ
　
男
気
あ
り
　
友
の

　
　
　
災
難
　
救
い
賜
え
　
我
に
五
貫
目
　
貸
し
て
賜
べ
　
天
の

　
　
　
助
け
よ
　
命
の
親
よ

（
思
案
し
て
）
今
日
は
二
十
八
日
か
、
確
か
に
来
月
七
日
に
は
、

金
の
返
せ
る
当
て
有
り
や
。

君
子
の
二
言
、
口
に
出
せ
ば
間
違
い
無
し
。
我
九
平
次
が
、
観
世

音
菩
薩
に
懸
け
て
、
誓
い
を
立
て
た
れ
ば
、
も
し
来
月
の
七
日
ま

で
、
返
さ
ぬ
と
き
は
、
我
は
地
獄
の
釜
に
落
ち
、
永
き
寿
命
を
捨

て
る
べ
し
。
我
が
弟
よ
、
愚
か
な
兄
の
、
命
の
親
、
救
い
賜
え
。

（
思
案
を
定
め
て
）
九
平
次
兄
。
今
我
こ
こ
に
五
貫
目
の
銀
子
持

つ
。
来
月
七
日
に
要
る
金
子
、
も
し
も
四
日
に
返
る
な
ら
、
し
ば

し
兄
貴
に
貸
す
も
良
し
。
急
の
危
機
を
ば
凌
ぐ
べ
し
。
（
銀
子
を

貸
す
）

（
銀
子
受
け
取
り
）
あ
あ
、
正
し
く
、
観
世
音
菩
薩
様
の
霊
顕
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
か

わ
れ
は
観
音
様
に
　
額
付
か
ん
。
我
が
兄
弟
に
も
額
付
か
ん
。

兄
弟
な
ら
ば
、
助
け
合
う
の
は
、
当
た
り
前
。
な
ん
の
不
思
議
の

あ
る
こ
と
か

し
ば
ら
く
、
我
ら
の
伸
は
、
親
兄
弟
も
同
然
と
、
言
え
ど
も
、
た

だ
の
口
約
束
は
当
て
も
無
し
。
証
文
書
か
ん
。
我
ら
が
証
文
書
く

上
は
、
（
書
き
終
わ
る
と
）
念
入
れ
、
印
判
押
し
置
く
べ
し
。
（
印



　
　
　
　
　
判
を
押
す
一
一
徳
兵
衛
に
手
渡
す
一

徳
兵
衛
　
　
証
文
こ
そ
は
、
正
し
く
君
の
手
に
な
る
も
の
。

九
平
次
　
　
借
り
て
返
さ
ぬ
も
の
あ
ら
ば
、
正
し
く
そ
パ
ぞ
、
小
悪
人
な
る
。

　
　
　
　
　
一
に
や
り
と
不
敵
な
笑
い
を
見
せ
な
が
ら
）

　
　
　
幕
降
り
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
　
場

　
　
　
　
　
前
場
よ
り
八
日
以
後
　
七
日

　
　
　
　
　
大
阪
の
街
角
　
茶
屋

　
　
　
　
開
幕
　
　
　
中
幕
の
前
で

　
　
　
長
蔵
　
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
　
登
場

長
蔵
　
　
　
（
語
り
）
平
野
屋
の
主
人
　
近
ご
ろ
　
不
機
嫌
で
　
あ
た
か
も

　
　
　
　
　
　
　
閻
魔
大
王
の
　
こ
の
世
に
　
生
ま
れ
変
わ
ら
れ
し
　
今
日

　
　
　
　
　
　
　
も
今
日
と
て
　
徳
兵
衛
を
　
探
し
て
来
よ
と
の
　
厳
命
で

　
　
　
　
　
　
　
果
た
せ
ぬ
と
き
は
　
こ
の
俺
を
　
海
の
藻
屑
と
　
せ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
か
や

　
　
　
　
　
こ
ん
な
に
広
き
大
阪
の
　
街
角
隅
々
探
せ
ど
も
　
徳
兵
衛
さ
ん
の

　
　
　
　
　
影
見
え
ず
　
い
ず
こ
を
探
し
求
め
ん
や
　
い
ず
こ
に
行
き
て
尋
ね

　
　
　
　
　
ん
や
。

　
　
　
徳
兵
衛
　
内
よ
り
「
急
ご
う
よ
」
と
叫
び
な
が
ら
、
慌
て
て
登
場
。

　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

徳
兵
衛

長
蔵

徳
兵
衛

長
蔵

徳
兵
衛

長
蔵

徳
兵
衛

長
蔵

徳
兵
衛

長
蔵

徳
兵
衛

長
蔵

　
　
（
歌
一
　
目
前
に
　
七
日
の
期
限
　
迫
り
た
り
　
九
平
次
の
奴
　
あ

　
　
　
　
　
ち
こ
ち
に
　
隠
れ
回
っ
て
　
銀
子
返
ら
ず
　
大
阪
の
　
町

　
　
　
　
　
の
四
方
を
　
尋
ぬ
べ
し
。

　
　
（
徳
兵
衛
に
出
会
う
一
あ
あ
、
お
前
さ
ま
は
　
手
代
の
徳
兵
衛
か
。

　
　
一
ぼ
ん
や
り
し
た
ま
ま
一
お
前
は
、
お
前
は
、
九
平
次
か
、
銀
子

　
　
は
何
故
返
さ
ぬ
か
。

　
　
一
様
子
が
よ
く
判
ら
な
い
ま
ま
）
手
代
さ
ま
、
私
、
私
、
私
は
長

　
　
蔵
。

　
　
お
い
。

　
　
（
歌
）
九
平
次
に
　
追
い
詰
め
ら
れ
て
　
俺
は
た
だ
死
人
同
然

　
　
（
よ
く
よ
く
考
え
な
が
ら
）
手
代
さ
ま
、
お
前
の
探
し
て
お
ら
れ

　
　
る
は
、
油
屋
の
、
あ
の
九
平
次
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。

　
　
正
し
く
、
そ
れ
よ
。
お
前
は
、
彼
の
居
所
を
知
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
っ
い
先
程
、
あ
な
た
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、
見
掛
け
た
が
、
彼

　
　
は
仲
間
の
数
人
と
　
そ
こ
の
茶
屋
で
、
酒
盛
り
中
。

　
　
（
ぼ
ん
や
り
し
た
ま
ま
）
お
前
は
、
確
か
に
見
た
の
か
な
。

　
　
私
は
、
確
か
に
知
っ
て
い
る
。

　
　
さ
あ
、
連
れ
て
行
け
。

　
　
ま
、
、
　
十
ひ
、
○

　
　
‘
レ
　
　
　
｛
レ

ニ
人
は
急
い
で
、
舞
台
を
回
る
。
中
幕
開
き
、
茶
屋
の
場
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

　
　
　
九
平
次
は
、
数
人
の
仲
問
と
、
ち
ょ
う
ど
酒
盛
り
を
し
て
い
る
。

徳
兵
衛
　
　
（
怒
り
を
押
さ
え
て
）
九
平
次
兄
よ
。
酒
な
ど
飲
ん
で
、
楽
し
い

　
　
　
　
　
か
。

九
平
次
　
　
（
平
然
と
し
て
、
わ
ざ
と
熱
心
に
勧
め
る
調
子
で
）
お
お
、
徳
兵

　
　
　
　
　
衛
さ
ん
よ
、
こ
こ
へ
来
い
、
来
て
、
さ
あ
一
杯
飲
め
。

徳
兵
衛
　
　
（
ま
だ
、
我
慢
し
な
が
ら
）
九
平
次
兄
よ
、
今
日
が
何
日
か
、
忘

　
　
　
　
　
れ
た
る
か
。

九
平
次
　
　
今
日
は
、
七
日
だ
が
。

徳
兵
衛
　
　
お
前
は
、
銀
子
を
、
返
さ
ね
ば
な
る
ま
い
に
。

九
平
次
　
　
銀
子
返
せ
、
そ
れ
は
ま
た
、
何
の
銀
子
。

徳
兵
衛
　
　
（
怒
り
に
震
え
、
苦
笑
い
し
な
が
ら
）
ほ
ほ
、
ほ
ほ
。
（
証
文
を
懐

　
　
　
　
　
中
か
ら
出
し
て
）
こ
れ
を
見
よ
。
こ
れ
は
何
だ
。

九
平
次
　
　
（
受
け
取
り
、
見
な
が
ら
）
正
に
、
徳
兵
衛
の
銀
子
五
貫
目
借
用

　
　
　
　
　
っ
か
ま
っ
り
侯
。
来
月
四
日
に
必
ず
返
却
っ
か
ま
っ
る
も
の
に
て

　
　
　
　
　
侯
。
借
用
証
文
。
二
十
八
日
、
九
平
次
。
お
お
、
更
に
俺
の
印
判

　
　
　
　
　
も
あ
る
。
お
い
、
徳
兵
衛
よ
。
お
前
の
借
用
証
文
は
な
、
え
え
、

　
　
　
　
　
偽
物
と
し
て
は
良
く
で
き
た
。
あ
あ
、
惜
し
い
こ
と
に
は
、
俺
の

　
　
　
　
　
こ
の
印
判
は
な
、
先
月
二
十
五
日
に
無
く
し
た
わ
。
紛
失
の
届
け

　
　
　
　
　
は
ち
ゃ
ん
と
役
所
ま
で
出
し
、
触
れ
て
あ
る
よ
な
。
今
こ
こ
に
は
、

　
　
　
　
　
新
た
に
作
り
し
印
判
も
あ
る
こ
と
。
（
新
し
い
印
判
を
出
し
て
、

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

九
平
次

徳
兵
衛

八
二

見
せ
る
）
よ
く
見
よ
。

（
呆
然
と
し
て
、
ど
う
し
て
よ
い
か
判
ら
な
い
）
あ
、
あ
。

は
、
は
、
は
、
は
、
ど
う
し
て
二
十
八
日
に
お
前
に
会
っ
た
も
の

が
、
こ
ん
な
紛
失
届
け
や
ら
、
新
た
な
印
判
作
っ
て
ま
で
、
借
銭

な
ど
を
す
る
も
の
か
。

（
言
葉
も
無
く
）
こ
、
こ
、
こ
、
こ
れ
は
。

徳
兵
衛
様
よ
、
俺
の
無
く
せ
し
印
判
で
、
悪
巧
み
し
ょ
う
と
は
、

思
い
も
よ
ら
な
ん
だ
、
親
友
の
問
柄
、
偽
の
借
用
証
文
作
り
、
金

を
騎
し
取
ろ
う
と
は
、
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
。
我
ら
が
、
役
所
に
届

け
な
ば
、
た
ち
ま
ち
に
捕
え
ら
る
は
必
定
な
り
。

（
の
ぼ
せ
上
が
り
、
何
も
一
言
え
ず
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
）
こ
、

こ
、
こ
、
こ
れ
は
、
俺
は
何
室
言
え
ば
よ
い
も
の
か
。

お
仲
問
衆
よ
。
こ
の
様
子
、
ご
覧
あ
れ
。
我
が
友
の
、
ゆ
す
り
願

り
の
成
れ
の
果
て
。
は
、
は
、
は
、
は
。
（
九
平
次
と
酒
飲
み
仲

問
は
、
大
笑
い
）

（
彫
刻
の
鳥
の
様
に
、
じ
っ
と
立
ち
、
突
然
岬
き
出
す
）
あ
あ
。

ど
う
し
た
、
お
前
は
手
を
挙
げ
て
、
何
を
す
る
っ
も
り
。

九
平
次
、
お
前
が
ど
ん
な
奴
だ
か
、
今
の
今
、
よ
く
判
り
し
ぞ
。

判
り
し
と
は
、
何
の
判
り
し
や
。

俺
は
、
俺
は
、
こ
う
す
る
ま
で
よ
。



　
　
　
二
人
は
　
殴
り
合
い
を
始
め
る
。
酒
飲
み
仲
間
が
加
わ
る
。
長
蔵
は
逃

　
　
　
げ
出
す
。

　
　
　
立
ち
回
り
・
殺
陣
。
徳
兵
衛
は
多
勢
に
無
勢
で
、
散
々
に
や
ら
れ
て
し

　
　
　
ま
う
。

九
平
次
　
　
（
仲
問
に
向
か
っ
て
一
お
い
。
み
ん
な
、
ま
ず
、
役
所
に
届
け
て

　
　
　
　
　
お
い
て
か
ら
、
天
満
屋
に
出
掛
け
、
散
財
し
よ
う
。

　
　
　
仲
問
と
、
九
平
次
は
退
場
。

　
　
　
中
幕
閉
ま
る
。

　
　
　
徳
兵
衛
は
、
舞
台
裏
の
合
唱
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
立
ち
上
が
り
、
一
礼

　
　
　
し
て
什
む
。

伴
唱
　
　
　
（
歌
）
天
よ
、
天
よ
。
こ
の
冤
罪
を
　
晴
ら
す
た
め
　
行
く
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
所
あ
り
や
な
し
や
　
我
が
受
け
し
　
こ
の
恥
辱
こ
そ
　
誰

　
　
　
　
　
　
　
か
哀
れ
む
こ
と
あ
ら
め
　
叔
父
上
　
叔
母
上
　
何
の
面
目

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
て
　
お
目
に
掛
か
れ
ま
し
ょ
う
　
お
初
の
身
請
け
も

　
　
　
　
　
　
　
叶
わ
ぬ
事
　
い
か
に
せ
ん
　
い
か
ん
に
せ
ん
　
せ
ん
方
な

　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
す
ご
す
ご
と
　
ゆ
っ
く
り
と
　
退
場
。

　
　
　
幕
降
り
る
。

翻
訳

中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

お
初

徳
兵
衛

お
初

　
　
　
　
　
第
　
五
　
場

　
　
前
場
と
続
く
時

　
　
天
満
屋
内

　
開
幕

お
初
　
花
嫁
衣
装
を
縫
っ
て
い
る
。

　
　
（
歌
）
明
月
の
　
高
き
楼
閣
　
照
ら
す
時
月
の
光
に
　
君
懐
い

　
　
　
　
　
蓬
か
の
君
に
　
日
毎
に
刺
す
は
　
花
嫁
の
　
晴
れ
の
衣
装

　
　
　
　
　
の
　
花
刺
繍
千
尋
の
糸
の
　
刺
繍
に
は
　
花
嫁
の
夢

　
　
　
　
　
ま
ざ
ま
ざ
と
　
徳
様
と
　
私
を
結
ぶ
　
縁
し
の
糸
の
　
紅

　
　
　
　
　
け
れ
ば
　
お
初
の
願
い
　
叶
い
っ
っ
　
生
き
て
甲
斐
あ
る

　
　
　
　
　
幸
せ
の
　
七
日
の
夜
に
　
気
掛
か
り
で
　
窓
辺
に
よ
り
て

　
　
　
　
　
君
待
て
ど
　
徳
兵
衛
様
よ
　
君
は
ま
だ
　
人
影
も
さ
え
も

　
　
　
　
　
見
え
ざ
り
き

徳
兵
衛
　
破
れ
笠
で
顔
を
隠
し
、
よ
ろ
よ
ろ
と
登
場
。

　
　
（
歌
）
お
初
は
さ
ぞ
や
　
我
の
こ
と
　
気
遣
い
っ
ら
ん
　
哀
れ
や

　
　
　
　
　
な
　
会
い
て
我
が
事
　
知
ら
せ
た
し
　
思
わ
ず
到
る
　
天

　
　
　
　
　
満
屋
の
　
前
を
歩
み
つ
　
立
ち
止
ま
り

　
　
（
歌
）
君
思
い
　
君
を
偲
べ
ば
　
窓
辺
に
て
　
た
ち
ま
ち
に
知
る

　
　
　
　
　
君
の
か
ん
ば
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
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崎
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』

　
　
　
二
人
は
、
お
互
い
に
相
手
を
見
付
け
る
。

お
初
　
　
　
あ
あ
、
徳
様
。

徳
兵
衛
　
　
（
し
ょ
ん
ぼ
り
と
し
た
ま
ま
）
お
初
、
俺
は
、
な
あ
。

　
　
　
　
　
（
歌
）
君
を
慕
い
て
　
我
は
た
だ
　
こ
の
廓
ま
で
　
来
た
れ
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
傷
の
痛
み
に
　
耐
え
か
ぬ
る
　
言
わ
ん
と
す
れ
ど
　
声
も

　
　
　
　
　
　
　
　
な
し

お
初
　
　
　
（
外
に
出
て
、
徳
兵
衛
に
会
い
、
そ
の
哀
れ
な
姿
を
い
ぶ
か
る
）

　
　
　
　
　
（
歌
）
徳
様
の
　
衣
装
は
破
れ
　
傷
付
き
て
　
痛
々
し
さ
は
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば
か
り
　
顔
や
手
足
も
　
泥
ま
み
れ
　
そ
の
恥
ず
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
め
は
　
我
が
為
か

徳
兵
衛
　
　
俺
は
、
あ
あ
。

伴
唱
　
　
　
（
歌
）
　
た
だ
死
ぬ
の
　
；
冒
ば
か
り
は
　
言
い
が
た
し
　
こ
の
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
し
み
は
　
我
が
胸
を
　
圧
し
潰
さ
ん
と
　
す
る
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
初
よ
」
　
今
よ
り
は
　
総
て
に
心
遣
い
し
て
　
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
に
こ
そ
　
暮
ら
せ
か
し
　
二
度
と
再
び
　
徳
兵
衛
の
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　
心
に
置
く
な
　
忘
れ
よ
か
し

徳
兵
衛
　
　
お
初
よ
、
我
は
行
く
ぞ
。
（
徳
兵
衛
は
、
行
こ
う
と
す
る
）

お
初
　
　
　
徳
様
、
待
っ
て
。

　
　
　
お
初
が
徳
兵
衛
を
連
れ
て
、
天
満
屋
に
入
る
。

　
　
　
妓
楼
主
人
と
お
春
登
場
。
お
初
は
徳
兵
衛
を
物
陰
に
隠
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

妓
楼
主
人
　
お
春
、
お
春
、
こ
ん
な
時
刻
に
、
う
ろ
う
ろ
と
、
早
々
お
客
の
ご

　
　
　
　
　
接
待
を
。

お
春
　
　
　
す
ぐ
に
、
参
り
ま
す
る
。

妓
楼
主
人
　
お
初
、
今
日
は
お
前
に
吉
日
よ
な
、
口
開
け
の
お
客
が
、
お
前
を

　
　
　
　
　
の
待
つ
、
早
々
御
も
て
な
し
を
。

お
初
　
　
　
は
い
。

　
　
　
幕
内
よ
り
、
人
の
声
あ
り
。
「
ご
主
人
様
、
早
く
御
出
で
を
」

妓
楼
主
人
　
お
お
、
今
行
く
、
今
行
く
。
（
退
場
）

　
　
　
お
初
と
お
春
は
耳
打
ち
し
て
、
お
春
に
見
張
り
を
頼
み
、
隠
し
て
も
ら

　
　
　
い
な
が
ら
、
お
初
は
徳
兵
衛
を
着
物
の
裾
に
隠
し
っ
つ
、
二
階
に
上
が

　
　
　
る
。
お
春
は
退
場
す
る
。

お
初
　
　
　
（
歌
）
災
害
は
　
突
然
襲
う
　
俄
か
雨
　
未
だ
様
子
は
　
知
れ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
　
君
は
し
ば
ら
く
　
休
ま
れ
よ
　
今
夜
は
こ
こ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
子
細
を
ば

お
初
　
　
　
（
徳
兵
衛
の
傷
の
介
抱
を
し
な
が
ら
）
徳
様
、
こ
れ
は
、
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
ま
あ
、
ど
う
し
て
、
か
か
る
様
な
る
や
。

徳
兵
衛
　
　
俺
は
、
あ
あ
。

お
初
　
　
　
徳
兵
衛
様
、
徳
様
に
何
の
愁
い
の
あ
っ
た
る
か
、
お
話
し
な
さ
れ

　
　
　
　
　
て
下
さ
れ
よ
。
私
に
は
判
っ
て
い
る
、
定
め
し
、
初
が
種
と
な
り
、

　
　
　
　
　
お
前
に
難
儀
の
掛
か
り
し
よ
な
。
（
お
初
は
泣
き
出
す
）



徳
兵
街
　
　
い
や
　
い
や
、
お
前
を
恨
む
こ
と
は
な
し
、
お
の
が
軽
率
恨
む
の

　
　
　
　
　
み
、
馬
鹿
げ
た
こ
と
よ
。

　
　
　
証
文
を
出
し
て
、
お
初
に
見
せ
る
。

お
初
　
　
　
一
証
文
を
見
て
一
あ
の
九
平
次
め
、
未
だ
に
銀
子
、
返
さ
ぬ
か
。

徳
兵
衛
　
　
九
平
次
め
、
銀
子
返
さ
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
我
に
偽
判
作
り
の
、
偽

　
　
　
　
　
証
文
作
り
の
と
、
か
え
っ
て
逆
に
、
汚
名
を
着
せ
、
そ
の
上
彼
ら

　
　
　
　
　
は
、
仲
間
数
人
集
め
来
て
、
散
々
に
我
を
　
打
ち
の
め
す
。
一
着

　
　
　
　
　
物
を
脱
い
で
、
傷
を
見
せ
る
一

お
初
　
　
　
一
涙
な
が
ら
に
、
徳
兵
衛
を
介
抱
し
）
徳
様
。

　
　
　
　
　
一
歌
一
徳
兵
衛
様
の
　
こ
の
手
傷
痛
々
し
き
と
も
　
痛
々
し

　
　
　
　
　
　
　
　
誠
の
人
を
　
天
道
さ
ま
　
何
故
痛
め
給
う
か
や

徳
兵
衛
　
　
一
歌
一
身
請
け
話
も
　
夢
幻
し
と
　
消
え
果
て
し

お
初
　
　
　
一
歌
）
我
が
恋
は
　
始
ま
り
し
時
　
終
わ
れ
る
か

　
　
　
　
　
徳
様
。

　
　
　
九
平
次
は
衣
服
を
美
々
し
く
整
え
、
友
達
二
人
と
登
場
。

　
　
　
天
満
屋
に
入
っ
て
来
る
。
妓
楼
主
人
出
迎
え
る
。

九
平
次
　
　
お
い
　
お
い
、
天
満
屋
の
皆
さ
ん
方
よ
、
さ
あ
、
さ
あ
、
聞
い
て

　
　
　
　
　
く
れ
。

妓
楼
主
人
　
あ
あ
、
九
平
次
様
、
良
く
お
出
で
。
ど
う
ぞ
、
お
座
り
な
さ
い
ま

　
　
　
　
　
せ
。

　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
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情
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九
平
次
　
　
一
大
威
張
り
で
）
天
満
屋
の
皆
の
衆
、
既
に
伝
え
聞
き
つ
ら
ん
、

　
　
　
　
　
徳
兵
衛
め
が
偽
判
作
り
、
俺
か
ら
金
を
願
し
と
ら
ん
と
せ
し
が
、

　
　
　
　
　
我
ら
に
教
え
諭
さ
れ
て
失
敗
せ
り
、
こ
れ
か
ら
以
後
は
、
徳
兵
衛

　
　
　
　
　
め
、
ど
の
面
下
げ
て
、
こ
の
天
満
屋
に
来
ら
れ
よ
う
か
。
（
大
笑

　
　
　
　
　
い
す
る
）

　
　
　
二
階
で
、
お
初
と
徳
兵
衛
は
、
身
を
隠
し
て
、
聞
い
て
い
る
。

九
平
次
　
　
あ
の
徳
兵
衛
め
に
替
わ
っ
て
、
俺
が
お
初
の
身
請
け
す
る
、
身
請

　
　
　
　
　
け
の
金
は
い
か
ほ
ど
か
。

妓
楼
主
人
　
え
え
と
、
三
貫
目
、
三
貫
目
で
。

九
平
次
　
　
よ
し
よ
し
、
こ
こ
に
十
貫
目
の
金
が
あ
る
、
今
晩
か
ら
は
お
初
様

　
　
　
　
　
は
、
俺
が
買
い
切
り
。

　
　
　
金
を
妓
楼
主
人
に
手
渡
す
。
皆
は
訂
る
。

　
　
　
二
階
で
、
徳
兵
衛
と
お
初
は
、
痛
苦
を
堪
え
て
い
る
。

妓
楼
主
人
　
九
平
次
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
り
ま
す
る
、
お
初
は
二
階
に
お
り

　
　
　
　
　
ま
す
る
、
二
階
に
ど
う
ぞ
お
上
が
り
を
、
さ
あ
、
ご
案
内
致
し
ま

　
　
　
　
　
し
よ
う
。

九
平
次
　
　
要
ら
ぬ
こ
と
、
お
初
は
今
や
我
が
女
房
、
我
ら
が
友
に
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
れ
に
相
手
を
あ
て
が
う
べ
し
。

妓
楼
主
人
　
は
い
、
は
い
、
お
春
よ
　
お
恵
よ
、
早
く
お
客
様
に
。

　
　
　
お
春
は
心
配
そ
う
に
、
お
恵
や
九
平
次
の
仲
問
達
と
退
場
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
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曽
根
崎
殉
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妓
楼
主
人
　
九
平
次
様
、
何
で
も
御
用
の
あ
れ
ば
、
お
呼
び
下
さ
れ
、
階
段
に

　
　
　
　
　
は
お
気
を
付
け
て
。

九
平
次
　
　
お
前
は
忙
し
そ
う
な
、
俺
は
上
が
る
ぞ
よ
。

　
　
　
妓
楼
主
人
　
退
場
。
九
平
次
は
二
階
に
上
が
っ
て
来
る
。

　
　
　
お
初
は
、
徳
兵
衛
を
机
の
下
に
隠
す
。

九
平
次
　
　
（
部
屋
に
入
っ
て
来
る
）
お
初
よ
、
お
お
、
最
前
の
下
で
の
俺
の

　
　
　
　
　
話
し
た
こ
と
、
み
ん
な
聞
い
た
で
あ
ろ
う
が
な
、
こ
の
大
阪
で
は
、

　
　
　
　
　
三
歳
の
女
の
子
で
も
知
っ
て
い
る
、
徳
兵
衛
め
の
今
度
の
偽
判
作

　
　
　
　
　
り
、
人
の
金
を
願
し
取
る
よ
う
な
大
詐
欺
師
。
徳
兵
衛
に
替
わ
っ

　
　
　
　
　
て
、
俺
が
お
前
の
身
請
け
す
る
。
も
う
こ
の
天
満
屋
に
は
、
徳
兵

　
　
　
　
　
衛
二
度
と
再
び
来
ら
れ
ま
じ
。

　
　
　
徳
兵
衛
は
怒
り
を
押
さ
え
兼
ね
る
が
、
お
初
が
止
め
る
。

お
初
　
　
　
九
平
次
様
よ
、
徳
兵
衛
は
金
も
力
も
な
き
上
に
、
た
だ
の
独
り
身
、

　
　
　
　
　
彼
が
、
彼
が
何
故
、
あ
な
た
を
相
手
に
仕
掛
け
た
り
し
や

　
　
　
徳
兵
衛
は
更
に
怒
り
を
押
さ
え
て
、
机
の
下
に
隠
れ
続
け
る
。

九
平
次
　
　
お
お
、
彼
が
勝
手
に
や
っ
た
こ
と
、
自
業
自
得
よ
、
お
初
、
こ
れ

　
　
　
　
　
か
ら
以
後
は
、
お
前
の
心
次
第
に
。

お
初
　
　
　
（
お
茶
を
差
し
出
し
て
）
九
平
次
様
、
お
前
様
と
徳
兵
衛
と
は
、

　
　
　
　
　
元
々
無
二
の
親
友
と
、
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
に
、
彼
は
何
故
に
、

　
　
　
　
　
お
前
様
を
願
そ
う
と
は
。

九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

九
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

親
友
、
俺
は
あ
い
つ
を
親
友
に
し
て
や
っ
た
の
に
、
あ
の
徳
兵
衛

に
は
信
義
な
し
、
な
ん
と
も
情
け
の
な
き
も
の
よ
。

何
故
に
、
不
信
不
義
な
る
や

お
初
よ
、
そ
れ
な
ら
、
い
き
さ
つ
を
教
え
て
や
ろ
う
。
み
ん
な
お

前
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と
よ
。

（
歌
）
　
お
初
　
初
め
に
　
善
き
こ
と
は
　
新
茶
の
出
花
　
善
き
香

　
　
　
り
初
春
の
　
春
の
情
け
の
　
潤
ひ
て
　
人
惑
わ
せ
る

　
　
　
美
し
さ
徳
兵
衛
め
ら
に
　
の
め
の
め
と
　
こ
の
美
人

　
　
　
奪
わ
れ
て
な
る
も
の
か
　
身
請
け
の
噂
　
聞
く
よ
り
は

　
　
　
嫉
妬
の
心
　
燃
え
ま
さ
る
　
こ
の
上
は
　
彼
に
教
え
諭
し

　
　
　
て
　
知
ら
し
む
べ
し
　
お
前
を
廓
に
　
留
ど
め
置
き
　
と

　
　
　
も
に
良
き
宵
　
過
ご
さ
ん
た
め

（
素
知
ら
ぬ
振
り
を
し
て
）
教
え
諭
す
と
は
、
お
前
は
彼
に
何
を

教
え
し
や
。

俺
は
、
お
前
は
何
故
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
聞
き
た
き
や
。

何
故
に
、
何
か
玖
し
き
こ
と
の
あ
り
や
、
九
平
次
様
、
私
と
お
前

の
仲
な
る
に
、
初
に
な
に
と
ぞ
真
の
こ
と
を
、
教
え
て
下
さ
れ
、

も
し
私
を
ば
、
愛
し
と
、
お
ぽ
し
め
さ
れ
る
ほ
ど
な
ら
ば
。

（
得
意
に
な
り
な
が
ら
）
お
お
、
お
前
に
は
、
良
し
良
じ
、
真
の

こ
と
を
教
う
べ
し
。



お
初

九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

（
お
初
に
さ
さ
や
く
）

一
怒
り
な
が
ら
）
え
え
、
元
々
は
、
お
前
が
彼
を
騎
せ
し
か
。

お
お
、
こ
の
た
く
ら
み
も
、
元
は
生
言
へ
ば
、
お
前
の
た
め
、
や

む
な
く
計
略
立
て
し
な
り
。

お
前
様
の
お
心
の
、
な
に
と
も
、
う
れ
し
、
か
た
じ
け
な
し
、
九

平
次
様
よ
。
そ
の
よ
う
に
お
気
遣
い
下
さ
れ
し
は
、
あ
の
徳
兵
衛

に
、
こ
の
わ
れ
が
身
請
け
さ
れ
よ
う
と
も
、
こ
の
初
を
、
愛
し
い

と
こ
そ
、
思
わ
れ
じ
や
。

本
心
、
本
心
、
信
ぜ
ず
や
。
我
は
天
地
の
神
か
け
て
、
も
し
九
平

次
に
一
点
の
嘘
偽
り
の
あ
る
な
ら
ば
、
地
獄
の
釜
に
落
ち
る
も
よ

し
、
後
世
の
救
い
も
要
ら
ぬ
こ
と
。

そ
う
言
わ
れ
る
か
ら
は
、
私
と
夫
婦
に
な
り
て
、
共
に
白
髪
の
生

え
る
ま
で
か
。

（
か
ら
か
い
な
が
ら
）
共
に
白
髪
の
生
え
る
ま
で
、
は
は
は
は
、

お
初
、
俺
が
今
朝
か
ら
酒
飲
ん
で
、
未
だ
に
酒
酔
い
機
嫌
と
思
う

て
か
、
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
、
青
春
は
移
り
易
し
、
人
生
と

は
何
ぞ
や
、
俺
に
は
金
も
力
も
あ
り
、
お
前
は
こ
の
天
満
屋
で
、

こ
の
俺
の
相
手
に
な
り
て
、
楽
し
む
べ
し
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
し
た
い

放
題
、
こ
の
上
無
し
よ
。

え
え
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
。

翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

お
お
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
、
悠
々
と
。

え
え
、
そ
ん
な
に
、
し
た
い
放
題
で
。

お
お
、
し
た
い
放
題
で
。

（
二
人
で
大
笑
い
し
て
）

お
初
、
俺
の
。

九
平
次
め
、
悪
党
よ
、
初
と
徳
兵
衛
は
な
、
徳
兵
衛
様
と
は
、
幼

き
と
き
よ
り
、
仲
良
く
て
、
幼
な
じ
み
の
恋
心
、
井
筒
む
す
め
と

業
平
の
、
世
に
あ
り
て
こ
そ
夫
婦
な
れ
、
死
し
て
も
同
じ
比
翼
墓
、

我
は
か
ら
ず
も
、
苦
界
に
沈
み
、
浮
か
ば
れ
ず
、
徳
兵
衛
様
は
、

こ
の
我
を
厭
わ
れ
ず
、
慈
し
み
給
い
た
り
、
汝
、
九
平
次
、
徳
様

と
常
日
頃
、
親
兄
弟
と
称
せ
し
に
、
親
友
と
も
に
相
助
け
、
初
を

苦
界
の
海
よ
り
助
く
と
は
思
わ
ず
や
、
さ
て
、
お
前
様
、
金
と
力

の
あ
る
と
て
も
、
情
け
も
義
理
も
な
き
な
り
や
、
自
ら
金
を
騎
し

取
る
、
徳
兵
衛
様
は
、
お
と
し
め
ら
れ
、
無
実
の
罪
に
苦
し
ま
る
。

更
に
ま
た
初
に
死
ぬ
ま
で
、
遊
女
暮
ら
し
せ
よ
や
と
か
、
人
従
え

て
喜
ぶ
か
、
汝
の
良
心
い
ず
こ
に
や
、
天
の
道
理
も
無
き
ご
と
し
、

お
前
の
な
さ
る
悪
巧
み
、
末
恐
ろ
し
き
ば
か
り
な
り
。
善
人
な
る

を
陥
れ
、
信
に
反
し
て
義
を
捨
て
る
、
恥
ず
か
し
げ
も
な
き
所
業
、

衣
装
を
着
た
る
鳥
獣
に
似
た
る
な
れ
。
天
網
も
、
今
日
こ
の
ご
ろ

は
、
漏
ら
す
な
り
。
王
法
ま
で
も
無
か
る
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

九
平
次

お
初

九
平
次

徳
兵
衛

お
初

　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

　
　
（
次
第
に
怒
り
な
が
ら
）
王
法
、
は
、
は
。
我
は
真
実
語
る
な
り
。

　
　
既
に
役
所
に
、
こ
の
こ
と
を
届
け
て
お
く
が
、
徳
兵
衛
は
未
だ
役

　
　
所
に
届
け
ら
れ
ず
。
も
し
、
彼
、
役
所
に
届
け
な
ば
、
飛
ん
で
入

　
　
る
夏
の
虫
、
た
ち
ま
ち
、
自
ら
滅
ぶ
は
必
定
な
り
。

　
　
（
驚
く
）
そ
れ
は
。

　
　
お
初
よ
、
こ
ん
な
心
に
欺
か
れ
、
そ
れ
で
も
共
に
死
ぬ
る
気
か
、

　
　
生
き
て
こ
の
俺
、
九
平
次
様
に
、
従
う
べ
し
。

　
　
（
九
平
次
　
お
初
を
抱
こ
う
と
す
る
）

　
　
（
剃
刀
を
突
き
付
け
て
）
九
平
次
め
、
お
前
が
我
に
、
近
付
く
な

　
　
ら
、
お
前
の
前
で
死
ん
で
見
し
ょ
う
。

　
　
（
慌
て
て
止
め
て
）
死
ぬ
な
よ
、
死
ぬ
な
よ
。

　
　
さ
あ
、
お
前
は
、
私
と
、
さ
あ
さ
あ
。

　
　
よ
し
よ
し
、
俺
は
帰
る
が
、
お
前
は
俺
の
篭
の
鳥
、
今
日
は
自
由

　
　
の
身
な
れ
ど
も
、
明
日
は
囚
わ
れ
、
篭
の
鳥
、
明
日
ま
た
会
わ
ん
。

階
下
に
去
り
、
退
場
。

徳
兵
衛
は
、
机
の
下
よ
り
出
て
来
る
。

　
　
（
苦
し
げ
に
）
お
初
、
い
ろ
い
ろ
迷
惑
を
。
い
ざ
や
、
ｉ
別
れ
を
告

　
　
げ
ん
ま
で
。

　
　
（
思
い
詰
め
た
様
子
で
、
下
に
降
り
よ
う
と
す
る
）

　
　
徳
様
、
あ
な
た
は
、
ど
こ
に
行
か
れ
る
ぞ
。

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

徳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
　
天
地
こ
そ
は
広
け
れ
ば
、
我
に
も
帰
る
家
の
あ
り
、
い
ざ
い
ざ
、

　
　
さ
ら
ば
。

階
下
に
、
走
っ
て
降
り
。
戸
外
に
去
る
。

　
　
徳
様
。

花
嫁
花
婿
の
衣
装
を
背
中
に
背
負
い
、
徳
兵
衛
の
後
を
追
っ
て
、
階
下

に
降
り
、
去
る
。

幕
降
り
る
。

　
　
　
　
　
第
　
六
　
場

　
　
前
場
に
続
く

　
　
心
中
道
行
　
　
大
阪
曽
根
崎
の
森

　
開
幕
　
　
深
夜
　
星
空
の
き
ら
め
き
　
鐘
の
音
し
き
り

徳
兵
衛
　
陰
に
て
歌
う
。

　
　
（
歌
）
夜
深
々
と
　
更
け
渡
り
　
風
粛
々
と
　
吹
き
す
さ
ぶ
　
冥

　
　
　
　
　
土
へ
の
道
　
急
ぎ
行
く

徳
兵
衛
は
乱
れ
髪
の
ま
ま
、
よ
ろ
よ
ろ
と
歩
み
出
る
。

　
　
九
平
次
の
、
悪
党
め
が
。

　
　
（
歌
）
九
平
次
め
　
騎
し
た
り
　
あ
あ
　
騎
さ
れ
た
り
　
こ
の
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
辱
　
こ
の
屈
辱
の
　
晴
れ
ざ
ら
ん
　
大
阪
中
の
　
何
人
か

　
　
　
　
　
我
ら
が
無
実
　
知
り
得
ん
や
　
我
た
だ
独
り
　
寂
し
く
て



六
場
　
　
殉
　
晴

繋
蒐
〃

裂
幻
浄

終

翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
街

お
初

　
　
　
　
　
既
に
死
し
た
る
　
ご
と
く
な
り
　
人
の
世
に
　
別
れ
を
告

　
　
　
　
　
げ
ん
　
こ
の
憂
き
世
　
い
ざ
や
捨
っ
べ
し

　
　
お
初
よ
。

　
　
一
歌
一
ま
こ
と
哀
れ
は
　
お
初
に
て
　
他
に
救
い
の
　
当
て
も
な

　
　
　
　
　
し
　
夜
毎
に
流
す
　
血
と
涙
　
廓
住
い
の
　
流
れ
唄
　
花

　
　
　
　
散
り
人
の
　
老
ゆ
時
も
　
慰
む
る
人
　
更
に
無
し
　
こ
れ

　
　
　
　
を
思
え
ば
　
　
　
　
河
の
水
量
も
　
増
さ
る
べ
し

お
初
陰
よ
り
叫
ぶ

　
　
徳
様
、
待
っ
て
。

徳
兵
衛
は
振
り
向
く
が
、
呼
ぶ
声
に
従
わ
ず
、
急
い
で
行
く
。

お
初
は
叫
び
続
け
な
が
ら
、
追
い
掛
け
て
来
る
。
舞
台
を
回
り
、
倒
れ

る
。　

　
追
い
掛
け
て
来
て
、
何
と
す
る
。

　
　
徳
様
、
愛
し
の
人
よ
、
君
も
し
死
な
ば
、
我
も
ま
た
、
こ
の
世
に

　
　
は
あ
る
ま
じ
よ
。
君
と
共
に
が
、
我
が
願
い
。
こ
の
世
の
願
い
は
、

　
　
た
だ
一
つ
。
蓮
華
の
花
に
、
座
せ
ん
こ
と
。

　
　
お
初
、
お
前
は
、
い
ま
だ
年
若
し
、
死
ん
で
は
な
ら
ぬ
、
死
ぬ
べ

　
　
か
ら
ず
。

　
徳
様
。

　
一
歌
）
死
ぬ
に
　
齢
の
若
き
こ
と
　
な
ん
の
障
り
に
な
る
べ
き
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
－

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
の
花
の
　
散
り
際
の
　
愁
い
を
含
む
　
美
し
さ
　
君
に

　
　
　
　
　
　
　
　
捧
げ
ん
　
我
が
情
け
　
我
ら
が
心
中
し
た
る
様
　
歌
わ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
え
　
笑
わ
ば
笑
え
　
我
ら
が
夫
婦
に
　
な
る
と
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
今
宵
限
り
の
　
夫
婦
な
り

徳
兵
衡
　
　
お
初
、
我
が
妻
、
愛
し
の
妻
よ
。

お
初
　
　
　
徳
様
、
私
も
一
緒
に
、
一
緒
に
連
れ
て
行
か
ん
せ
よ
。

徳
兵
衛
　
　
お
お
、
お
お
。

　
　
　
二
人
の
心
中
道
行

お
初
　
　
、
（
歌
）
逢
か
に
望
む
　
大
阪
城
　
夜
空
に
暗
く
　
影
も
無
く

徳
兵
衛
　
　
（
歌
）
天
満
屋
の
　
初
花
の
　
倖
薄
く
し
て
　
影
淡
し

お
初
　
　
　
（
歌
）
愛
し
の
人
と
　
も
ろ
と
も
の
　
心
中
す
れ
ば
　
死
し
て
後

　
　
　
　
　
　
　
　
必
ず
あ
の
世
は
　
極
楽
と
　
古
き
歌
謡
の
　
教
え
た
り

徳
兵
衛
　
　
（
辺
り
の
様
子
を
見
定
め
て
）

　
　
　
　
　
こ
こ
は
、
曽
根
崎
、
天
神
の
森
。
こ
の
場
に
、
死
に
場
所
し
つ
ら

　
　
　
　
　
え
ん
。
我
ら
が
、
心
中
最
期
場
を
、
よ
く
よ
く
、
お
前
も
見
定
め

　
　
　
　
　
よ
。

お
初
　
　
　
（
四
方
を
見
て
）
何
の
異
存
の
あ
る
べ
き
か
。

　
　
　
持
っ
て
来
た
、
包
み
を
開
く
。

　
　
　
　
　
ご
覧
あ
れ
。

徳
兵
衛
　
　
花
嫁
衣
装
か
。

お
初

徳
兵
衛

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

　
　
こ
れ
や
こ
れ
、
我
が
自
ら
に
、
針
を
刺
し
、
晴
れ
の
日
の
た
め
、

　
　
縫
い
上
げ
し
、
花
嫁
衣
装
の
、
紅
小
袖
。
徳
兵
衛
様
。
お
前
と
わ

　
　
し
は
、
今
こ
こ
で
、
夜
空
の
星
と
、
森
の
木
々
、
仲
立
ち
に
し
て
、

　
　
夫
婦
の
契
り
結
び
た
し
。

　
　
夫
婦
の
契
り
、
華
燭
の
宴
。
よ
し
　
よ
し
、
い
ざ
や
。

二
人
は
、
衣
装
を
着
て
、
赤
い
花
飾
り
の
長
い
布
で
、
婚
礼
の
場
所
を

し
つ
ら
え
、
天
地
を
礼
拝
す
る
。

　
　
天
地
を
拝
し
、
御
堂
を
拝
し
、
夫
婦
固
め
の
、
互
い
の
礼
拝
。

　
　
徳
兵
衛
様
、
我
ら
が
故
郷
、
石
上
の
『
筒
井
筒
』
の
歌
、
聞
か
す

　
　
べ
し
。
新
妻
の
再
び
歌
う
、
出
会
い
の
歌
は
、
一
つ
い
か
が
で
、

　
　
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
お
う
、
お
う
。

　
　
（
歌
）
夫
を
恋
う
る
　
人
の
名
は
　
井
筒
と
こ
そ
や
　
い
い
け
ら

　
　
　
　
　
し
　
時
も
所
も
　
古
き
こ
と
　
石
上
村
の
物
語
　
隣
に
住

　
　
　
　
　
む
は
　
在
原
の
　
業
平
と
い
う
　
優
さ
男
　
井
筒
と
や
ら

　
　
　
　
　
と
　
幼
な
子
の
　
幼
き
ま
ま
の
　
恋
心
　
百
年
の
　
契
り

　
　
　
　
　
も
　
永
く
　
離
れ
ま
じ
と
ぞ
　
こ
の
世
の
夫
婦
　
一
つ
家

　
　
　
　
　
あ
の
世
の
蓮
　
比
翼
塚

夜
明
け
を
告
げ
る
鐘
の
音
、
し
き
り
に
響
く
。

二
人
は
抱
き
合
う
。
赤
い
長
布
の
そ
れ
ぞ
れ
の
端
で
、
二
人
の
体
を
縛



徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

徳
兵
衛

お
初

二
人

る
。　

　
（
歌
）
暁
の
　
七
つ
の
鐘
の
　
寂
し
や
な

　
　
（
歌
）
　
人
玉
の
　
我
に
先
立
つ
　
夜
明
け
な
る

　
　
（
歌
）
　
父
母
よ
　
不
孝
の
罪
を
　
御
免
な
れ

　
　
叔
父
様
、
叔
母
様
。
我
こ
そ
は
、
幼
き
と
き
に
父
母
に
、
先
立
た

　
　
れ
し
を
、
叔
父
御
叔
母
御
の
御
恩
お
陰
で
、
成
人
す
。
御
恩
徳
に

　
　
は
、
必
ず
や
不
肖
の
男
、
徳
兵
衛
も
あ
の
世
で
な
り
と
も
、
報
ゆ

　
　
べ
し
。
（
礼
拝
す
る
）

　
　
父
上
様
、
母
上
様
、
親
不
孝
な
る
、
こ
の
娘
、
お
二
様
に
ご
挨
拶
。

　
　
（
礼
拝
す
る
）

徳
兵
衛
と
お
初
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
言
う

　
　
父
上
様
母
上
様
、
あ
な
た
の
息
子
、
徳
兵
衛
な
り
。

　
　
お
舅
様
お
姑
様
、
嫁
の
、
お
初
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。

　
　
お
二
様
、
ご
機
嫌
い
か
が
で
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。

　
　
お
二
様
、
ご
機
嫌
い
か
が
で
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。

二
人
礼
拝
す
る

　
　
人
の
世
の
、
永
き
別
れ
よ
。

　
　
人
の
世
の
、
永
き
別
れ
よ
。

　
　
（
歌
）
人
の
世
に
　
別
れ
を
告
げ
て
　
暁
に
　
冥
府
へ
の
道
　
た

　
　
　
　
ど
り
行
く

　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

徳
兵
衛

徳
兵
衛
は
、
お
初
の
用
意
し
て
来
た
、
赤
い
花
飾
り
に
付
い
て
い
た
長

布
で
、
二
人
の
腰
を
く
く
り
付
け
る
。

徳
兵
衛
は
、
短
刀
を
抜
い
て
、
何
度
も
罵
踏
し
な
が
ら
、
お
初
を
刺
そ

う
と
す
る
が
、
刺
せ
な
い
で
短
刀
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
お
初
は
拾
い

あ
げ
促
す
。
ど
う
し
て
も
刺
す
事
の
出
来
な
い
徳
兵
衛
の
短
刀
に
、
お

初
は
手
を
添
え
て
、
自
ら
の
胸
を
刺
す
。

　
　
（
悲
痛
な
叫
び
）
お
初
。

す
ぐ
に
、
自
分
も
そ
の
刀
で
自
害
す
る
。

二
人
は
手
を
取
り
あ
っ
て
、
仰
向
け
に
倒
れ
る
。
壮
麗
な
死
。

並
ん
だ
二
人
の
遺
体
に
、
ス
ポ
ッ
ト
が
絞
ら
れ
る
。

徳
兵
衛
の
胸
に
短
刀
が
光
っ
て
い
る
。

幕
次
第
に
下
り
る
。

静
か
に
開
く
幕
の
前
に
、
結
婚
式
の
赤
い
花
飾
り
が
浮
か
び
上
が
る
。

再
び
、
幕
下
り
る
。

あ
と

が

き

　
近
松
門
左
衛
門
の
『
曽
根
崎
心
中
』
が
、
中
国
の
古
典
劇
の
ひ
と
つ
で
あ
る

漢
劇
に
よ
っ
て
『
曽
根
崎
殉
情
』
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。
武
漢
漢
劇
院
青
年
実

験
団
に
よ
る
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
の
中
国
の
武
漢
市
に
あ
る
江
夏
劇
場
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

公
演
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
年
一
一
月
＝
一
日
・
二
二
日
の
両
日
、
兵
庫
県
尼

崎
市
塚
口
の
「
つ
か
し
ん
ホ
ー
ル
」
で
日
本
公
演
が
行
わ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。

　
こ
こ
に
、
そ
の
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』
を
日
本
語
訳
し
て
、
紹
介
す
る
の
だ

が
、
最
初
に
漢
劇
の
脚
本
を
書
い
た
作
者
で
あ
り
、
武
漢
漢
劇
院
青
年
実
験
団

の
団
長
で
あ
り
、
日
本
公
演
の
際
の
副
団
長
で
あ
っ
た
方
月
佑
が
、
公
演
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
寄
せ
た
紹
介
文
の
翻
訳
か
ら
始
め
た
い
。

　
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』
は
、
日
本
の
著
名
な
劇
作
家
近
松
門
左
衛
門

　
の
原
作
『
曽
根
崎
心
中
』
を
、
向
井
芳
樹
（
日
本
）
と
方
月
佑
（
中
国
）
が

　
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
劇
は
、
日
本
の
徳
川
幕
府
の
時
代
、
遊
女
お
初
と
醤
油
屋
の
手
代
徳

　
兵
衛
の
純
真
な
愛
情
を
描
い
た
も
の
で
、
封
建
勢
力
の
若
い
男
女
へ
の
圧
迫

　
や
、
親
友
か
ら
の
手
ひ
ど
い
裏
切
り
に
よ
っ
て
行
き
詰
ま
り
、
日
本
の
若
者

　
が
自
由
な
恋
愛
の
成
就
を
求
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
な

　
い
状
況
の
中
で
、
死
を
も
っ
て
抗
議
し
、
そ
の
愛
を
貫
こ
う
と
し
た
悲
し
い

　
心
を
歌
い
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
日
本
の
同
志
社
大
学
向
井
芳
樹
教
授
が
、
武
漢
漢
劇
院
青
年
実
験
団
に
、

　
こ
の
劇
の
上
演
を
薦
め
ら
れ
た
。
中
国
と
日
本
の
演
劇
人
が
、
両
国
の
そ
れ

　
ぞ
れ
の
古
典
劇
の
優
れ
た
長
所
に
学
び
な
が
ら
、
共
に
発
展
し
て
行
く
契
機

　
を
求
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
両
国
の
演
劇
史
上
初
め
て
の
試
み
と
し
て
意

　
義
の
有
る
こ
と
だ
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
我
々
は
、
近
松
の
原
作
の
精
神
的
な
基
盤
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
原
作

　
の
主
題
や
情
感
を
保
ち
な
が
ら
、
中
国
の
「
場
面
分
け
」
の
戯
曲
構
成
に
従

　
い
、
「
重
逢
」
「
逼
婚
」
「
求
神
」
の
三
場
を
付
け
加
え
た
。
登
場
人
物
の
行

動
や
人
名
・
地
名
な
ど
は
改
変
し
な
い
こ
と
を
基
本
に
し
た
が
、
脚
本
の
改

変
に
当
た
っ
て
は
、
演
出
・
演
技
・
衣
装
・
舞
台
美
術
な
ど
は
、
「
中
国
式
」

を
採
用
し
、
中
国
演
劇
の
『
歌
舞
を
も
っ
て
物
語
を
演
出
す
る
』
と
い
う
特

徴
を
生
か
す
こ
と
に
し
、
中
国
演
劇
の
「
唱
・
傲
・
念
・
打
」
の
独
自
の
技

巧
を
発
揮
し
て
、
鮮
や
か
で
感
動
的
な
芸
術
的
形
象
を
目
指
し
た
。
同
時
に

　
日
本
の
俳
句
形
式
を
取
り
入
れ
て
、
五
言
七
言
の
詩
句
を
作
っ
た
り
、
謡
曲

　
の
『
井
筒
』
の
詞
章
を
取
り
入
れ
て
、
日
本
的
な
情
緒
を
取
り
入
れ
た
。

　
次
に
、
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』
と
『
曽
根
崎
心
中
』
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
た
い
。

　
現
在
は
上
演
さ
れ
な
い
が
、
「
観
音
巡
り
」
の
道
行
が
、
原
作
の
『
曽
根
崎

心
中
』
の
最
初
に
付
い
て
い
て
、
お
初
が
一
人
で
、
自
ら
の
恋
の
成
就
を
願
っ

て
、
大
阪
三
十
三
所
の
札
所
を
参
詣
し
て
廻
る
場
面
が
あ
り
、
続
い
て
生
玉
社

の
場
面
が
始
ま
る
。
現
在
の
歌
舞
伎
・
文
楽
は
い
ず
れ
も
こ
こ
か
ら
幕
が
開
く
。

こ
こ
で
偶
然
出
会
っ
た
二
人
、
心
配
す
る
お
初
に
、
徳
兵
衛
は
親
方
か
ら
の
縁

談
を
断
っ
た
た
め
、
二
人
の
仲
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
を
語
る
。
更
に
、
遊
び

仲
問
の
九
平
次
に
親
方
に
返
す
は
ず
の
二
貫
目
の
銀
子
を
貸
し
て
、
ま
だ
返
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
を
告
げ
る
。
現
れ
た
九
平
次
に
逆
に
偽
の
証
文
を
作
っ
て



金
を
騎
し
取
ろ
う
と
し
た
と
陥
れ
ら
れ
、
徳
兵
衛
は
絶
対
絶
命
の
境
地
に
立
た

さ
れ
る
。
次
の
天
満
屋
の
場
面
で
徳
兵
衛
と
お
初
は
二
人
で
死
ぬ
以
外
に
道
の

な
い
こ
と
を
知
り
、
心
中
の
約
束
を
し
、
ひ
そ
か
に
抜
け
出
し
て
死
へ
の
道
を

急
ぐ
。
最
後
は
、
心
中
の
場
所
ま
で
の
道
行
と
、
曽
根
崎
の
森
で
の
二
人
の
悲

し
い
心
中
が
演
じ
ら
れ
る
。

　
「
曽
根
崎
殉
情
」
で
は
、
新
た
に
こ
れ
に
、
三
っ
の
場
面
が
書
き
加
え
ら
れ

て
い
る
。

　
第
一
場
《
重
逢
〉
一
幼
な
じ
み
の
巡
り
会
い
一

　
遊
び
仲
問
の
九
平
次
に
連
れ
ら
れ
て
、
徳
兵
衛
が
天
満
屋
に
遊
び
に
来
て
、

遊
女
に
な
っ
て
い
る
幼
な
じ
み
の
お
初
に
偶
然
出
会
う
。
『
伊
勢
物
語
』
の

　
筒
井
筒
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
丈

　
過
ぎ
に
け
ら
し
な
い
も
見
ざ
る
ま
に

の
古
歌
の
通
り
、
幼
な
じ
み
の
恋
の
約
束
が
蘇
り
、
二
人
の
愛
が
芽
生
え
る
。

　
近
松
が
書
か
な
か
っ
た
お
初
徳
兵
衛
の
二
人
の
仲
が
、
そ
の
出
会
い
の
と
こ

ろ
か
ら
描
か
れ
る
訳
で
、
初
め
て
二
人
の
悲
劇
に
触
れ
る
中
国
の
観
客
に
と
っ

て
は
、
こ
の
説
明
の
部
分
は
欠
か
せ
な
い
所
で
あ
る
。
急
速
に
燃
え
上
が
っ
た

幼
な
じ
み
の
恋
の
い
じ
ら
し
さ
と
、
お
初
の
琴
の
演
奏
と
、
袖
に
つ
い
た
長
い

布
を
振
る
舞
い
が
見
所
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
場
〈
逼
婚
〉
（
親
方
か
ら
の
無
理
な
縁
談
）

　
原
作
で
は
徳
兵
衛
の
話
の
中
で
語
ら
れ
る
部
分
を
舞
台
の
上
で
見
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

親
方
で
叔
父
の
九
右
衛
門
夫
妻
か
ら
の
縁
談
は
、
本
来
は
徳
兵
衛
に
と
っ
て
良

い
話
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
お
初
と
の
約
束
が
あ
る
徳
兵
衛
に
は
、
無
理
難
題
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
徳
兵
衛
は
自
分
勝
手
に
、
自
分
で
貯
蓄
し
た
一
貫
目
と
、

お
初
の
貯
蓄
し
た
一
貫
目
と
、
親
方
か
ら
借
り
れ
る
は
ず
の
一
貫
目
の
、
合
計

三
貫
目
の
銀
子
で
、
お
初
を
身
請
け
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆

に
徳
兵
衛
の
実
家
に
既
に
渡
し
て
あ
る
結
納
金
の
三
貫
目
を
返
せ
と
叱
ら
れ
、

返
却
に
は
一
か
月
の
猶
予
を
与
え
ら
れ
る
が
、
結
局
は
家
を
追
い
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
第
三
場
《
求
神
〉
第
一
景
　
郊
外
一
恋
の
祈
り
の
観
音
巡
り
一

　
お
初
が
徳
兵
衛
と
の
結
婚
を
夢
見
て
、
独
り
駕
篭
で
観
音
巡
り
を
し
て
い
る
。

二
人
の
駕
篭
か
き
と
、
乗
っ
て
い
る
お
初
と
の
呼
吸
を
合
わ
せ
た
駕
篭
の
振
り

は
、
中
国
古
典
劇
の
独
特
な
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
日
本
式
の
駕
篭
で
は
な
く
、

輿
で
あ
る
。
お
初
が
参
詣
す
る
観
音
の
中
に
「
送
子
観
音
」
が
出
て
来
る
が
、

こ
れ
は
「
子
授
け
観
音
」
の
こ
と
で
、
結
婚
も
し
て
い
な
い
の
に
と
、
徳
兵
衛

に
か
ら
か
わ
れ
る
場
面
が
お
も
し
ろ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
景
・
寺
社
（
恋
の
嫉
妬
の
悪
巧
み
一

　
こ
こ
で
は
、
折
か
ら
遊
山
に
来
て
い
た
九
平
次
が
、
二
人
の
話
を
立
ち
聞
き

し
、
嫉
妬
の
為
に
徳
兵
衛
の
金
を
願
し
取
る
計
略
を
立
て
る
。
徳
兵
衛
は
結
納

金
の
三
貫
目
と
自
分
が
も
っ
て
い
た
二
貫
目
の
合
計
五
貫
目
を
ま
ん
ま
と
九
平

次
に
騎
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



　
　
　
　
　
翻
訳
　
中
国
漢
劇
『
曽
根
崎
殉
情
』

　
第
四
場
《
討
債
》
（
力
ず
く
で
も
返
ら
ぬ
銀
子
）

　
原
作
の
生
玉
社
の
喧
嘩
場
の
返
し
て
も
ら
え
な
い
銀
子
を
巡
る
力
ず
く
の
争

い
が
あ
る
。
中
国
古
典
劇
の
立
ち
回
り
は
有
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
今
ま
で

の
ど
の
「
曽
根
崎
心
中
」
劇
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
凄
ま
じ
い
立
ち
回
り
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
金
に
命
の
か
か
っ
て
い
る
徳
兵
衛
の
必
死
の
戦
い
の
も
つ
哀

れ
さ
さ
え
表
現
さ
れ
た
新
工
夫
の
「
殺
陣
（
た
て
）
」
で
あ
っ
た
。

　
第
五
場
《
情
会
》
（
悲
し
い
出
会
い
も
今
宵
限
り
）

　
原
作
の
天
満
屋
が
少
し
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
さ
れ
て

い
る
。
中
国
古
典
劇
で
は
舞
台
装
置
に
机
と
椅
子
し
か
使
わ
な
い
の
で
、
縁
の

下
に
徳
兵
衛
を
隠
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
机
の
下
に
隠
れ
る
こ
と
に
な

る
。
心
中
の
決
意
の
場
面
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
徳
兵
衛
が
死
ぬ
こ
と
を
覚
悟

し
て
出
て
行
く
の
を
、
お
初
が
後
ろ
か
ら
、
花
嫁
衣
装
を
持
っ
て
追
い
掛
け
て

行
く
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　
第
六
場
《
殉
情
》
（
死
に
装
束
は
花
嫁
衣
装
）

　
心
中
道
行
と
心
中
場
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
切
々
と
歌
う
二
人
の
悲
し
み

の
歌
と
、
お
初
の
用
意
し
た
花
嫁
衣
装
で
心
中
す
る
趣
向
が
最
大
の
見
せ
場
で

あ
る
。
中
国
の
花
嫁
衣
装
は
日
本
と
違
っ
て
、
真
っ
赤
な
衣
装
で
あ
る
。
二
人

だ
け
の
結
婚
の
場
が
死
に
場
所
で
あ
る
こ
と
の
悲
し
さ
が
見
事
で
あ
る
。

　
中
国
古
典
劇
に
は
死
ぬ
表
現
の
型
と
し
て
、
立
っ
た
ま
ま
後
ろ
に
仰
向
け
に

倒
れ
る
型
が
あ
る
。
二
人
が
揃
っ
て
倒
れ
る
型
は
、
多
分
中
国
に
は
な
か
っ
た
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は
ず
で
あ
る
が
、
漢
劇
の
新
し
い
型
と
し
て
の
心
中
を
創
造
し
て
く
れ
た
。
お

初
役
の
女
優
邸
玲
は
、
こ
の
場
の
演
出
の
型
が
決
ま
っ
た
と
き
か
ら
、
す
ぐ
練

習
を
始
め
、
何
度
も
頭
を
打
っ
て
脳
震
塗
に
近
い
症
状
に
耐
え
な
が
ら
見
事
に

完
成
さ
せ
た
。

　
さ
て
、
『
曽
根
崎
殉
情
』
は
第
一
稿
の
時
か
ら
、
三
度
に
わ
た
っ
て
改
訂
さ

れ
た
が
、
今
回
の
上
演
台
本
は
、
第
三
稿
目
で
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
舞

台
の
上
で
の
手
直
し
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に
は
捉
ら

え
き
れ
て
い
な
い
。

　
中
国
の
古
典
劇
の
上
演
に
当
た
っ
て
の
稽
古
の
期
間
は
、
今
回
の
場
合
は
九

カ
月
で
、
普
通
の
長
さ
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
舞
台
の
関
係
者
は
俳
優
・
演
出

者
は
勿
論
の
こ
と
、
裏
方
の
照
明
効
果
に
至
る
ま
で
、
誰
も
台
本
を
も
っ
て
い

な
い
。
日
本
公
演
で
も
持
参
の
台
本
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
音
楽
の

担
当
者
が
譜
面
を
備
え
て
い
た
が
、
全
員
が
暗
譜
し
て
お
り
、
稽
古
の
問
は
勿

論
、
本
番
で
も
実
際
に
は
譜
面
は
見
て
い
な
い
。

　
公
演
の
舞
台
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
翻
訳
に
も
若
干
の
補
充
を
加
え
た
の
で
、

日
本
公
演
の
時
に
用
意
し
た
「
ス
ラ
イ
ド
字
幕
」
や
「
解
説
リ
リ
ー
ス
」
の
科

白
と
異
な
る
所
が
あ
る
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
舞
台
で
実
際
に
は

演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
が
、
削
除
は
原
則
的
に
は
し
な
か
っ
た
。

　
第
一
稿
の
翻
訳
に
当
っ
て
は
、
本
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
の
文
学
修
士
・

康
小
青
の
援
け
を
借
り
た
。


	翻訳　中国漢劇『曽根崎殉情』
	第一場
	第二場
	第三場
	第四場
	第五場
	第六場
	あとがき

